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明
南
北
国
子
監
二
十
一
史
に
つ
い
て

尾

 
崎

 

康

い
ま
、

わ
た
く
し
た
ち
は
正
史
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
百

衲

本

、 

さ

ら

に

は

中

華

書

局

の

点

校

本

と

い

う

便

利

で

良

い

テ

ク

ス

ト

に

恵

ま 

れ

、
特
別
な
場

合

で

な

け

れ

ば

、
明
の
南
京
お
よ
び
北
京
国
子
監
の
二
十 

一
史
な
ど
ま
ず
必
要
と
し
な
い
。

し
か
し
、
明
初
か
ら
万
暦
初
年
に
か
け
て
は
、
史
記
な
ど
需
要
の
多
い 

一
部
を
除
い
て
は
、
南
監
本
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。 

そ

し

て

、
万
暦

#-
半

に

南

監

本

が

新

雕

さ

れ

る

の

と

^
後

し

て

、
北
監
で 

も
二
十
一

史

を

、
ま
た
明
末
に
常
熟
毛
氏
汲
古
閣
が
十
七
史
を
刊
刻
し
、
 

と
も
に
清
代
に
か
け
て
数
度
に
補
修
を
行
っ
て
い
る
か
ら
、
相
当
の
部
数 

が
印
行
さ
れ

た

で

あ

ろ

う

が

、
南
監
本
が
同
じ
時
期
に
頻
繁
に
補
修
を
重 

ね
た
の
に
は
較
べ
よ
う
も
な
い
。

つ
ま
り
、
明
清
の
士
人
の
多
く
は
南
監 

本

で

歴

史

を

学

ん

だ

、
と
考
え
て
大
き
く
は
誤
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
の
で 

あ
る
。

と

こ

ろ

が

、

こ
の
本
は

も
と
も
と
誤

字

脱

字

が

多

く

、
た
び
か
さ
な
る 

補
刻
の
う

ち

に

そ

れ

が

倍

加

し

、
さ
ら
に
版
木
が
壊
れ
た
か
失
わ
れ
た
か

で
欠
葉
も
少
く
な
い
。

な
か
で
も
晋
書
と
唐
書
は
、
卷
数
冊
数
が
多
か
っ 

た
た
め
か
、

万
暦
中
に
南
監
で
は
改
雕
さ
れ
な
い
で
、

元
刊
本
を
引
き
つ 

づ

い

て

補
刻
し
な
が
ら
用
い
た
か
ら
、

そ
れ
は
い
よ
い
よ
甚
し
く
、

一
葉 

ご

と

に

字
様
は
も
と
よ
り
、
匡
郭
の
大
き
さ
が
見
開
き
の
左
右
で
だ
い
ぶ 

違

ぅ

ほ

ど

に

、
体

裁

ま

で

す
こ
ぶ
る
不
摘
い
で
あ
る
。

そ

れ

を

貴

重

な

テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
当
時
の
士
人
は
苦
心
し
て
読
ん
だ 

の
で
あ
ろ
ぅ
。

た
と
え
ば
京
都
大
学
文
学
部
蔵
の
二
十
一
史
の
晋
書
に
み 

る
と
、

ほ

ぼ

全

巻

に

わ

た

っ

て

朱

句

点

•
圏

点

•
傍

点

を

施

し

、
不
審
の 

文
字
に
校
語
を
按
じ
つ
つ
、

ニ
〇
数

箇

所

に

あ

る
読
識
語
に
よ
れ
ば
、
氏 

名

は
わ
か
ら
な
い
が
、
天

啓1-0

丑

(
五

年

.

一
六
ニ
五
)
仲
春
か
ら
崇
禎 

三

年

(
一
六
三
〇

)

七
月
に
支
研
(
硎
)
山

僦

舍

に
お
い
て
、

五
年
余
を
か 

け
て
一
三
◦
巻

四

〇
冊

を
精
読
し
て
い
る
。

こ
れ
は
江
戸
期
の
わ
が
国
で
も
同
様
で
、
林

家

第

二

代

の

鵞

峯

が一

〇 

余

年

に

も

わ

た
っ
て
閲
読
し
た
二
十
ニ
史
の
大
半
が
、
内
閣
文
庫
の
蔵
す 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

史

記

と

両

漢

書

の

三

史

は

当

然

読

ま

れ

た

で

あ

ろ



う

が

、
ま
た
宋
史
も
五
代
史
記
と
遼
史
の
識
語
の
日
付
が
一
年
近
く
あ
い 

て
い
る
か
ら
そ
れ
が
通

読

期

間

で

あ

ろ

う

が

、

こ
の
四
史
が
現
存
し
な
い 

も

の

の

、

三

国

志
か
ら
元
史
ま
で
を
、

ほ
と
ん
ど
南
監
本
に
よ
っ
て
、
寛 

文

五

年

(
一
六
六
五
)

か
ら
延
宝
五
年 

<
ー
六
七
七
)

に
わ
た
っ
て
精
読 

し
た
も
の
で
あ
る
。
数

巻

ご

と

に

巻

末

に

読

識

語

が

あ

る

ほ

か

に

、
各
史 

の

全
巻
の
末
に
そ
の
王
朝
一
代
の
興
亡
を
簡
潔
に
要
約
し
、
感
想
を
跋
文 

に
纏
め
て
い
る
。
南

監

本

は

万

暦

新

雕

の

原

刻

本

が

多

く

、
元
刊
本
や
明 

嘉

靖

刊

本

も

ほ

ぼ

万

暦一
◦
年

こ

ろ

ま

で

の

修

本

で

、
南
監
本
と
し
て
は 

比

較

的

ま

し

な

本

で

は

あ

る

が

、

欠

葉

や

破

損

の

箇

所

も

あ

り

、

朱
句 

点

.
朱

弓

等

は

も

と

よ

り

、

そ

れ

ら

を
補
写
し
、

と
き
に
校
語
を
記
す
な 

ど
し
て
、
通
読
に
際
し
て
の
労
苦
が
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ 

と

を

示

し

て
い

る

。

し
た
が
つ
て
、
南
監
本
の
現

存

す

る

も

の

は

相

当

な

数

に

な

り

、
わ
が 

国

で

も

著

名

な

図

書

館

.
文

庫

に

は

多

少

と

も

蔵

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ 

る
。
北

監

本

は

そ

れ

よ

り

か

な

り

少

い

が

、
原

刻

本

、
両
度
の
補
刻
本
と 

も

存

す

る

。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
広
く
調
査
す
る
機
会
を
得
、

い
ま
一
通
り 

そ

れ

を

終

え

た

の

で

、
両
監
の
二
十
一
史
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
き
た
い 

と
思
う
。

南
監
嘉
靖
以
前

明
の
南
京

国

子

監

で

二

十

一

史

を

整

え

て

印

行

し

た

の

は

、

お
そ
ら
く 

嘉

靖

一
一

年

(
一
五
三
ニ
)
が

始

め

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

が

、

ま
ず
そ 

れ
に
至
る

経

過

を

概

観

し

て

お

こ

う

。

正
史
に
限
ら
ず
い
わ

ゆ

る

南

監

本

は

、
南
宋
の
官
刊
本
が
徐
々
に
臨
安

の
国
子
監
に
集
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

元
代
に
は
そ
こ
が 

(1
)

西

湖

書
院
と
改
め
ら
れ
、

そ
の
版
木
も
引
継
が
れ
て
保
管
さ
れ
、
印

行

、 

ま
た
補
修
さ
れ
た
。
泰

定

元

年

{
I

三
ニ
四
)
朱
鈞
の
西
湖
書
院
重
整
書 

目

記

を

あ

わ

せ

の

せ

る

元

西

湖

書

院

重

整

書

目

(
松
鄰
叢
書
甲
編
)

に
は 

四
部
に
わ
た
っ
て
一
二
〇
余

の

書

が

著

録

さ

れ

る

が

、

正

史

は

「
大
字
史 

記
中
字
史
記
史
記
正
義
東
漢
書
西
漢
書
三
国
志
南
斉
書 

北
斉
書
宋
書
陳
書
梁
書
周
書
後
魏
書
……

新
唐
書
五
代
史 

并
綦
誤
」

の
順
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
字
史
記
と
両
漢
書
は
南
宋
前
期
両
淮
江
東
転
運
司
刊
本
か
と
推
測
す 

る
も
の
の
確
証
が
な
い
が
、

三
国
志
が
南
宋
初
期
衢
州
刊
本
、
南
北
朝
の 

七
史
が
い
わ
ゆ
る
眉
山
七
史
本
と
、

と
も
に
三
朝
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い 

な
い
。
新

唐

書

と

五

代

史

も

、

五
代
史
纂
誤
を
伴
ぅ
だ
け
に
、
南
宋
紹
興 

中

湖

州

刊
本
を
想
い
ぅ
か
べ
る
が
や
は
り
推
測
で
あ
る
。

た
だ
し
、

こ
れ 

ら
の
推
測
の
根
拠
は
、

三
朝
本
も
含
め
て
い
ず
れ
も
南
宋
中
期
と
元
の
大 

徳
ご
ろ
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
刻
エ
に
よ
る
^

^

を
受
け
て
い
る
こ
と
で
、 

そ
れ
が
お
そ
ら
く
南
宋
の
国
子
監
と
元
の
西
湖
書
院
に
お
い
て
行
わ
れ
た 

と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
晋

書

.
隋

書

•
南
北
史
が
み

え

な

い

の

は

、
大
徳
中
刊
の
九
路 

儒
学
刊
の
十
史
な
ど
の
元
刊
本

が

未

だ

に

収

集

さ

れ

て

い

な

い
こ

と

を
示 

し
て
い
る
。

こ

の

四

史

と

唐

書

•
五
代
史
記
と
は
、

お
そ
ら
く
次
の
金
陵 

新
志
か
ら
明
の
万
暦
初
ま
で
の
南
監
で
は
こ
れ
ら
元
刊
本
が
用
い
ら
れ
る 

こ
と
に
な
る
。

西

湖
書
院
の
版
木
類
は
そ
の
後
、
天

暦

ニ

年

(
一
三
二
八
)

に
建
康
路 

が

集

慶

路

と

改

め

ら

れ

た

こ
の
路
の
儒
学
に
引
継
が
れ
、

こ
こ
で
建
康
路



儒

学

刊

の

唐

書

を

含

む

九

路

本

な

ど

が

新

た

に

加

え

ら

れ

た

と

思

わ

れ 

る
。
至

正

四

年

(
一
三
四
四
)

i

路

儒

学

刊

の

金

陵

新

志

(一

五

巻

.
 

静
嘉
堂
文
庫
蔵
)
巻

九

学

校

の

条

に

、
兵
火
で
散
失
し
た
四
部
の
書
を
集 

め
て
ほ
ぼ
備
え
た
と
し
、
注

に

f
4

■
七
史
書
板
計
紙
ニ
万
三
千
張
」
と
の 

総

計

に

続

け

て

、

史
記
一
八
一
九

 

晋
書 

ニ
九
六
五 

唐
書
四
九
八

一  

前
漢
ニ
七
七
五

 

南
史 

一
七
七
三 

五
代
史
七
七
三 

後

漢

ニ

ニ

六

六
 

北
史 

ニ
七
ニ
ー 

三
国
志
一
二
九
六 

隋
書 

一
七
三
一 

と
丁
数
を
挙
げ
、
さ
ら
に
史
部
と
集
部
の
書
を
主
に
一
六
書
ほ
ど
を
同
様 

に
掲
げ
て
い
る
。

一
七
史
と
は
い
っ
て
も
南
北
朝
七
史
が
み
え
ず
、

こ
の 

一
〇
史

で

二

三

、
〇

四

〇

に

な
っ
て
し
ま
う
が
、

後

の

明

の

南

雍

志

に

あ 

る
し
、
嘉

靖

修

本
が
か
な
り
現
存
す
る
か
ら
、

元
末
に
集
慶
路
儒
学
に
は 

一
七
史
が
整
え
ら
れ
て
い
た
こ

と

は
確

か

で

あ

る

。

た
だ
し
、

す
で
に
刊 

刻

さ

れ

て

い

た

宋

史

.
遼

史

.
金

史

は

こ
こ

に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う 

で
、

そ

れ

が
こ

の
三
史
の
元
刊
本
を
稀
覯
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明

朝

で

は

、
洪
武
の
号

を

称

え

る

三

年

前

のN
；

一
已
の
年
(
一
三
六
五
) 

九

月

に

集

慶

路

学

を

充

て

て

国

学

が

置

か

れg

会
g

f
^ -
SE举
 1

f
l
±

•
額1
H'
l 

-W
志
)
、

一

四

年

(
一
三
八一

)

に
鶏
鳴
山
南
麓
の
古
台
城
内
に
国
子
監
が 

建

て

ら

れ

た

が

(
明
史
職
官

志

ニ

)
、

版

木

類
も

こ

こ

に
移

管
さ
れ
た
。 

そ

し

て

、

早

く

も

翌

年

に

補

修

の

行

わ

れ

た
こ

と

は

、
南

雍

志

卷

一

事 

紀

ー

に

、

<

洪

武

十

五

年

)
冬

十

一

月

壬

戌

、

上

命

^
#
官

、

修
治
国
子
監
旧 

蔵

書

板

。

…
…
今

国

子

監

所

蔵

旧

書

板

多

残

欠

、
其
令
諸
儒

考

補

、

命

エ

部

督

匠

修

治

之

、
庶

有

資

于

学

者

。

と

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
巻

一

八

経

籍

考

下

に

も

、

洪 

武

•
永

楽

の

と

き

に

修

補

し

た

が

、
版

面

の

破

損

が

進

ん

で

い

て

、
刷
る 

ご

と

に

痛

み
が
増
し
た
と
い
う
。

賀

次

君

史

記

書

録

に

よ

れ

ば

、
景

泰

四

年

(
一
四
五
三
)
に
南
監
で
祭

へ2)

酒

呉

節

に

よ

っ
て
史
記
集
解
が
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
は
い
ろ
い 

ろ
な
疑
点
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
示
す
呉
節
の
序
の
存
在
が
事
実
で
あ 

れ

ば

、
既

刊

の

「
中

字

本

」

の
補
刻
を
行
な
い
、
そ
れ
が
完
成
し
た
と
き 

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

i

志

下

に

は
さ
ら
に
、
成
化
初
に
至
っ
て
祭
酒
王
倜
ら
が
努
力
し
て 

文

献

通

考

な
ど
を
補
修
し
た
と
い
う
が
、
元
泰
定
元
年
西
湖
書
院
刊
の
文 

献
通
考
や
至
治
ニ
年
福
州
三
山
郡
学
刊
の
通
志
に
は
成
化
一
〇

年

(
一
四 

七
四
)

の
補
刊
年
記
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、

正
史
で
は
元
大
^M

康
路
儒 

学

刊

の

唐
書
に
成
化
一
八
年
の
修
葉
が
あ
る
。
唐
書
に
は
つ
い
で
弘
治
三 

年

(
一
四
九
〇

)

の
補
刊
記
が
あ
り
、

三
朝
本
の
宋
書
に
も
同
四
年
の
修 

葉

が

あ

る

。
万

暦

ニ

ニ

年

に

新

刊

の

宋

書

の

司

業

季

道

統

の

序

(
重
刻
宋 

書r! D
)

に

r

監
本
亥
於
弘
治
之
初
」

と

い

う

の

は

こ

の

こ

と

を

指

す

の 

で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、
元
刊
の
晋
書
と
饒
州
路
儒
学
刊
の
隋
書
に
正
徳 

一
〇
年

の

補
刊
記
が
み
え
る
。

こ

の

よ

う

に
明
代
の
前
半
の
南
監
で
は
、

正
史
は
わ
ず
か
に
修
補
し
つ 

つ
、
折

に

ふ

れ
印
行
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
こ
ろ
の
印
本
は 

ほ

と

ん

ど
残

っ

て

い

な

い

。
後

に

ニ

十

一

史

に

含

ま

れ

る

宋

史

は

成

化一  

六
年
の
総
督
両
広
軍
務
朱
英
の
序
を
も
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
 

こ

の
こ
ろ
に
は
南
監
に
も
た
ら
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、

そ
れ
よ
り
早
く
元



史

が

洪

武

三

年

に
お

そ

ら

く
そ

の

お

膝

下

で

刊

刻

さ

れ
て

い

た

が

、
そ
の 

原

刻

本

は

元

末

至

正

刊

の

遼

史
、

金

史
と

も

ほ

と

ん

ど

伝

存

し

な

い

か 

ら

、

こ
の
時
期

に

二

十

一

史

と
し

て
印

行

さ

れ
る

こ

と

が

あ

つ

た

と

は

か
 

な

り

疑

わ

し

い

。

そ

れ

と

い

ぅ

の

も

、
天

順

年

間

(
一
四
五
七
〜
六
四
)

に
別
の
形
の
ニ 

十

一

史

が

姿

を

現

し

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。
南

雍

志

！̂

志

上

は

、
天
順 

年

間

官

書

と

し

て

「
大

詰

十

二

本

」

以

下

、
多
数
の
書
を
列
挙
す
る
な
か 

に
、
史

記

を

欠

い

た

二

十

一

史

を

次

の

よ

ぅ

に

掲

げ

る

。

前

漢

書

二

十

六

本

ニ

套
 

後
周
書 

十
本
ー
套 

後

漢

書

一
一

十

四

本一
一
套

 

南
史
二
十
本
ニ
套

三
国
志
十
五
本
一
套 

晋
書
三
十
本
三
套 

前
宋
書
三
十
本
三
套 

南
斉
書
十
二
本
ー
套 

梁

書
 

十
本
ー
套 

陳

書
 

六
本
一
套 

魏
書
三
十
本
三
套 

北斉書
 

八
本

一

套

北
史
三
十
本
ニ
套 

隋
書
二
十
本
ニ
套 

唐
書
五
十
本
五
套 

五代史
 

十
本

一

套
 

宋
史
一
百
本
十
套 

遼
史
十
二
本
一
套 

金
史
二
十
四
本
ニ
套 

元
史
五
十
本
五
套

史

記

が

ど

こ

へ

行

っ

た

の

か

疑

問

で

あ

る

が

、

そ

の
あ

と

に
次

の
よ

ぅ
 

に
割
注
が
続
く
。

以

上

二

十

一

史

、
皆

藍

綾

殼

藍

綾

套

牙

籤

錦

帯

、
共
計
五
百
四
十
本 

凡

五

十

二

套

、

貯

在

彝

倫

堂

大

櫃

内〇

率

性

堂

二

十

一

史〇

修
道
堂 

二

十

一

史〇

誠

心

堂

二

十

一

史〇

正

義

堂

二

十

一

史〇

崇
志
堂
二
十 

一
史〇

広
業
堂
ニ
+

一
史
o
以

上

六

堂

各

有

大

櫃

貯

之

、
其
装
釘
冊

数

倶

同

、

七

処

総

計I

百

四

十

七

部
三
千
七
百
八
十
本
。

二

十

一

史

の

お

そ

ら

く

は

相

当

な

善

本

が

こ

の

部

.
冊

数

の

七

組

、
豪 

華
な
装
訂
を
も
っ
て
宮
内
の
七
堂
に
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る 

が

、
当
然
こ
れ
ら

は

印

本

で

あ

っ

て

、
版
木
の
存
在
を
意
味
し
て
は
い
な 

い
。
冒

頭

の

前

漢

書

の

と

こ

ろ

のr

洪
武
十
七
年
甲
子
関
二
月
二
十
七
日 

進

」
と
の
注
は
、
少
く
と
も
彝
倫
堂
本
が
こ
れ
以
前
の
印
本
で
あ
る
こ
と 

を

示

し

て
い
よ
う
。
後

に

触

れ

る

が

、

こ
の
二
十
一
史
の
各
本
は
む
ろ
ん 

宋
元
刊
本
で

あ

る

が

、
洪
武
一
七
年
以
前
の
印
本
と
な
れ
ば
元
印
本
で
あ 

る
可
能
性
も
高
く
、
南
監
本
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
宋
元 

刊
本
に
元
以
前
の
印
本
が
き
わ
め
て
稀
な
こ
と
を
思
え
ば
、
相
当
な
善
本 

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

実

は

「
天
順
年
間
官
書
」

の
前
に
彝
倫
堂
お
よ
び
六
堂
云
々
と
い
い
、 

「
則

近
年
請
於
エ
部
新
印
二
十
一
史
而
已
」

と

続
く
か
ら
、
天
順
官
書
を 

新
印
と
誤
解
さ
せ
が

ち

な

の

で

あ

っ

て

、
近
年
新
印
は
こ
の
®

^

志
の
編 

ま

れ

た

嘉

靖一

〇
年
代
に
と
っ
て
の
新
印
の
意
で
あ
る
0

南

監

本

二

十

一

史

の

成

立

(
嘉
靖
版
)

す

で

に

い
く
度
か
引
用
し
て
い
る
が
、

®

^

志

ニ

四

巻

は

、

景

泰

中 

(
一
四
五
〇
—

六
)
南

京

国

子

監
祭
酒
呉
節
撰
の
一
八
巻
を
、
嘉
靖
初
の 

祭

酒

の

崔

銑

に

次

い

で

、
や
は
り
祭
酒
の
黄
佐
が
重
纂
し
て
同
ニ
ニ
年
に 

成

っ

た

も

の

で

あ

り

、
巻

一

八

の

，f

考
は
助
教
の
梅
駕
が
書
い
た
と
い 

う

(
四
庫
全
書
総
目
提
要
巻
八
〇
)
。

そ
の
！̂

考
の
下
篇
は
梓
刻
本
末
と
し
て
明
以
来
の
南
京
国
子
監
で
の 

刊

刻

補

刻

に

つ
い
て
略
述
す
る
が
、
前

節

に

触

れ

た

弘

治

.
正
徳
ま
で
が



ご
く
わ
ず
か
で
あ

る

の

に

、
嘉

靖

七

年

(
一
五
二
八
)
に

至
っ
て
次
の
よ 

ぅ

に
詳

記

し
て
い
る
。

嘉

靖

七

年

、
錦

衣

衛

間

住

千

戸

沈

麟

、
奏

准

校

勘

史

書

。

礼

部

議

。 

以

祭

酒

張

邦

奇

.
司

業
江
汝
璧
、
博

学

有

聞

、
才

猷

亦

裕

、
行

文

、 

使
遂
ー
玫
対
修
補
、

以

備
伝
布
。
於

順

天

府

収

貯

、
変

売
菴
寺
銀
、 

取

七

百

両

、
発

本

監

、
将

原

板

刊

補

。
其

広

東

布
政
司
原
刻
宋
史
、 

差

人
取
付
、
該

監

一

体

校

補

。
遼

金

ニ

史

原

無

板

者

、
購

求

善

本

、
 

翻
刻
以
成

全

史

。
完

日

通

印

、
進

呈

以

験

労

績

。

制

日

、
可

。
 

於

是

、
邦

奇

等

奏

称

。
史

記

前

後

漢

書

、
残

欠

模

糊

、
原

板

脆

薄

、
 

制

補

随
即
脱
落
、
莫

若

重

刊

。

又

於

呉

下

、
購

得

遼

金

ニ

史

、
亦
行 

刊

刻

、
共

該

用H

価

、
銀

一

千

一

百

七

十
五
両
四
銭
七
分
、
刷
印
等 

費

、
不
在
数
内
。
其

余

十

五

史

、
費

用

尚

多

。
合
於
本
監
師
生
折
乾 

魚

銀

、
寄

貯

南

京

戸

部

、
羨

余

銀

内

、
動

支

一

千
八
百
両
、

以
給
費 

用

。

已

而

邦

奇

.
汝

璧

、

陞

遷

去

任

。

祭

酒

林

文

俊

•
司
業
張 

星
、
継

之

。

乃

克
進
呈
。
然

多

有

遺

脱

、
不

如
新
刻
之
精
緻
也
。 

す

な

わ

ち

、

こ

の

とき

南

京

国

子

監

二

十

一

史

が

成

立

し

た

の

で
あ 

る

。

ま
た
、
刊

刻

の

費

用
や

そ

の
調
達
法

な

ど

も

興

味

を

惹

く

が

、

こ

こ

で
は
ま
ず
嘉
靖
七
年
当
時
、
宋
遼
金
史
が
南
監
に

な

か

っ

た

こ

と

、

そ
し 

て
残
欠
糢
糊
、
原

板

脆

薄

の

三

史

を

改

雕

し

、
宋
史
の
版
木
を
広
東
か
ら 

取

寄

せ

、
遼
金
史
は
呉
下
で
お
そ
ら
く
元
刊
本
を
入
手
し
て
そ
れ
を
翻
刻 

し

た
こ

と

、
そ

の

他

の

一

五
史
に
つ
い
て
も
、
遼
金
史
新
雕
以
上
の
費
用 

を

か

け

て

補

修

し

た
こ

と

が
明

ら

か

で

あ

る

。

顧
炎
武
は

日

知

録

卷

一

八

の

監

本

二

十

一

史

の

項

に

、
右
の
こ
と
を 

嘉

靖

初

、
南

京

国

子

監

祭

酒

張

邦

奇

等

、
請

校

刻

史

書

、
欲
差
官
購
索 

民

間

古

本

。
部

議

恐

滋

煩

擾

。
上

命

将

監

中

十

七

史

旧

板

、
考
対
修 

補

。
仍
取
広
東

宋

史

板

付

監

、
遼
金

ニ

史

無

板

者

、
購

求

善

本

翻

刻

。 

と
礼
部
の
態

度

を

も

含

め

て

簡

潔

に

記

し

、

こ

れ

ら

が

「
十

一

年

七

月 

成

」

つ

た

と
し
て
い
る
。

南

雍

志

経

籍
考
に
は
続
け
て
、
梅
驚
に
ょ
っ
て
南
監
所
在
の
全
書
が
九 

類
に
分
た
れ

て

著

録

さ

れ

、
版
木
の
数
ま

で

示

さ

れ

て

い

る

が

、
第
四
の 

史

類

の

う

ち
に
こ
れ
ら
二
十
一
史
を
次
に
表
示
す
る
よ
う
に
掲
げ
る
。
上 

段

の

が
そ
れ
で
、
各
史
の
内
容
な
ど
を
一
般
的
に
説
明
す
る
と
こ
ろ
は
略 

し
、

三

格

を

低

し

た

下

段

に

は

現

在

推

定

で

き

る

範

囲

で

そ

の

版

本

に 

つ
い
て
注
記
し
た
。

史

記

大

字

一

三

〇

卷

完

計

ニ

ニ

三

五

面

嘉

靖

七

年

刊

t

己

和
苌

t
3

罃

存

者

一

六

〇

〇

面

集

慶

路

儒

学

梓
 

史
言
中
字
七

C
卷
欠
者
ニ
一
九
面
見
金
陵
新
志

史

記

小

字

七

◦

卷

存

者

一

一

六

◦

面

前
漢
書

一

〇〇卷
完

 

嘉
靖
七
年
重
刊

計
ニ
七
七
五
面
集
慶
路
儒
学
梓

明
嘉
靖

 

南
京
国
子
監
刊 

元
大
徳
間

 

饒

州

路

儒

学

刊

明

初

修

明
嘉
靖
九
年
南
京
国
子
監
刊 

元
大
徳
九
年
太
平
路
儒
学
刊
明
初
修



後

漢

書

ニ

一

〇

卷

三国士心六五卷

晋 

書
一
三
〇
卷 

宋 

書
一
〇
〇
卷 

粱 

書
五
六
巻 

南
寄
書
五
九
卷 

陳
 

書
三
六
卷 

魏 

書
一
二
四
巻 

北
斉
書
五
〇巻
 

後
周
書
五
〇巻
 

隋
 

書
八
五
卷 

南 

史
八

o巻

北 

史
ー
〇
〇
巻

唐 

書
ニ
ニ
五
卷 

釈
音
ニ
五
卷

完
并
前
漢 

共
計
五
ニ
五
ニ
面

二
三
六
六
面

存
者
ニ
ニ
九
ニ
面 

欠
者 

六
面

計

ニ

一

九

六

面

存
者
三
一
五
ニ
面 

失
者 

H

ニ
面

存
者
ニ
七
一
四
面 

欠 

ニ
面

存
者
九
六
七
面 

欠 

三
面

存

者

ー

〇

五
八
面 

欠 

三
面

存
者
五
四
八
面 

欠 

八
面

存
者
三
三
八
ニ
面 

失
者 

三
面

存
者
七
〇
四
面 

欠 

ニ
面

存
者
八
七
ニ
面 

欠
者 

五
面

存
者
一
六
九
四
面 

欠 

三
七
面

存
者
一
六
四
三
面 

欠 

一
三
〇

面

存
者
ニ
六
七
六
面 

欠 

四
五
面

存
者
四
七
九
六
面 

失 

八
五
面

嘉

靖

七
年
重
刊 

集
慶
路
儒
学
梓

集
慶
路
儒
学
梓 

集
慶
路
儒
学
梓

集
慶
路
儒
学
梓 

集
慶
路
儒
学
梓 

集
慶
路
儒
学
梓 

集
慶
路
儒
学
梓

明
嘉
靖
九
年
南
京
国
子
監
刊 

元
大
徳
九
年
寧
国
路
儒
学
刊 

南
宋
初
期 

衢

州

刊

南

宋

中

期

.
元

.
明
初
遁
修 

元

大

徳

一

〇
年
池
州
路
儒
学
刊
明
初
修 

元 

浙

江

刊

(
一
〇
行

ニ

〇
字

本

)

南
宋
前
期 

杭

州

刊

南

宋

中

期

.
元

•
明
初
遁
修 

同

右
 

同

右
 

同

右
 

同

右
 

同

右
 

同

右
 

元
大
徳
間 

元
大
徳
間 

元
大
徳
間

饒

州

路

儒

学

刊

明

初

修
 

広
徳
路
儒
学
刊
明
^
 ̂

信

州

路

儒

学

刊

明

初

修

元
大
徳
九
年
建
康
路
儒
学
刊
明
初
修



五
代
史
七
五
卷
完
計
七
六
三
面
集
慶
路
儒
学
梓

宋 

史
四
九
一
巻

遼金元

史

ニ

五

卷

史
ー
三
五
巻 

史

ニ

〇

ニ

卷
好

板

七

七

◦

四
面 

§

糊
«

ー
〇
四
三 

失
者
一
二
七
面

完

計

ー

〇

三
五
面 

失
者 

三
面

完
計
二
三
九
八
面

完
計
四
四
七
五
面

成
化
中
巡
撫
両 

広
都
御
史
朱
英 

刻
于
広
州
嘉
靖 

八
年
以
板
送
監

嘉
靖
七
年
刊

嘉
靖
七
年
刊

元

大

徳

間

(九
路
)
儒
学
刊
明
修 

明

成

化

一

六

年

総

督

両

広

軍

務

朱

英

刊

明
嘉
靖
八
年
南
京
国
子
監
刊 

同

右

明
洪
武
三
年
序
刊

こ
の
二
十
一
史
は
、
そ
の
後
、
宋

史

が

嘉

靖

三

五

.
三
六
年
、
晋

書

.
 

唐
書
が
三
七
年
に
補
修
さ
れ
た
こ
と
が
版
心
の
補
刊
年
記
に
明
ら
か
で
あ 

る
が
、
他
の
一
八
史
に
は
あ
ま
り
そ
の
間
の
補
刻
葉
が
み
ら
れ
な
い
。

そ 

し

て

万

暦

ニ

年

の

史

記

に

始

つ

て

同

ニ

五

年

の

宋

書

.
魏

書

に

至

る

ま
 

で
、
大
規
模
な
改
版
の
事
業
が
行
わ
れ
て
一
四
史
の
万
暦
刊
本
が
生
れ
、 

一
方
、
晋
書
と
唐
書
を
除
い
て
宋
元
刊
本
は
姿
を
消
し
、
面
目
を
一
新
す 

る
。

こ
の
意
味
で
い
ま
述
べ
て
い
る
も
の
を
嘉
靖
二
十
一
史
、
次
の
も
の 

を
万
暦
二
十
一
史
と
呼
ん
で
も
よ
か
ろ
ぅ
。

こ

の

よ

ぅ

に
し
て
二
十
一
史
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は 

大

別

し

て

四

系

統
の
版
木
の
集
成
で
あ
る
。

一
は
三
国
志
.
南
北
朝
七
史
の
宋
刊
宋
元
明
遁
修
の
い
わ
ゆ
る
三
朝
本 

で
あ
っ
て
、

元
の
西
湖
書
院
を
経
て
、
至
正
金
陵
新
志
で
す
で
に
建
康
路 

に

も

た

ら
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
版
心
の
上
象
鼻
に
し
ば
し
ば
嘉
靖 

八

.
九

.一

〇

.

一
二
年
の
補
刊
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

ニ

は

「
集

慶

路
儒
学
梓
」

と
あ
る
元
の
九
路
儒
学
刊
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず

る

元

刊

本

で

、
金

陵

新

志

以

後

、
建
康
道
粛
政
廉
訪
使
に
よ
っ
て
各
路 

か
ら
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、

明
の
南
監
に
引
継
が
れ
た
。
補
刊
記
は
一
に
同 

じ
い
が
、
史

記

•
両
漢
書
の
三
史
は
新
雕
の
嘉
靖
刊
本
が
二
十
一
史
に
用 

い
ら
れ
た
ら
し
く
、
九
路
本
の
方
は
伝
本
も
少
く
嘉
靖
年
間
に
印
行
さ
れ 

た
形
跡
が
な
い
。

三
は
明
初
の
刊
本
で
、

元
史
は
本
来
こ
の
地
で
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ 

ろ
う
が
、
宋
史
は
広
東
か
ら
版
木
を
取
寄
せ
て
い
る
。

四
は
こ
の
時
に
新
雕
し
た
も
の
で
、
史
記
以
下
の
よ
う
に
在
庫
の
版
木 

の
漫
漶
の
甚
し
い
も
の
と
、
遼
金
史
の
よ
う
に
そ
れ
の
失
わ
れ
て
し
ま
っ 

て
い
た
も
の
と
が
あ
る
。
南
雍
志
で
は
す
べ
て
嘉
靖
七
年
刊
と
あ
る
が
、 

遼
金
史
か
ら
着
手
さ
れ
た
ら
し
く
、
現
存
本
の
版
心
上
象
鼻
に
記
さ
れ
る 

刊

年

に
よ
れ
ば
、

こ
の
両
史
が
嘉
靖
八
年
、
史
記
両
漢
書
は
九
年
な
い
し 

は
一
二
年
に
及
ん
だ
。

い
ず
れ
も
字
様
が
似
、
毎

巻

の

首

題

お

よ

び

撰

.
 

注

者

の

銜

名

の

次

行

に

「
大
明
南
京
国
子
監
祭
酒
臣
張
邦
奇
司
業
臣
江
汝
璧 

奉
\

旨
校
刊
」

の
ニ
行
を
掲
げ
版
心
上
象
鼻
の
線
黒
ロ
の
右
半
に
そ
の
年



記

が

刻

さ

れ

る

。

た
だ
し
、

遼

金

史

が

左

右

双

辺

•
毎

半

葉

一

◦

行

.
行 

ニ
〇
字

、

三

史

が

四

周

双

辺

.

一
〇
行
ニ
ー
ー
字
と
行
格
に
多
少
の
相
違 

は
あ
る
。

一
応
の
完
成
が
顧
炎
武
の
い
う
よ
う
に
一
一
年
七
月
に
至
り
、 

張

邦

奇

に

代

っ

た

祭

酒

の

林

文

俊

か

ら

表

進

さ

れ

た

が

、
ご
く
数
葉
は
翌 

年

に

手

直

し

さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

い
ず
れ
に
し
て
も
南
監
二
十
一
史
は
、
嘉

靖

七

年

か

ら

一

〇

年
に
わ
た 

り
、

さ

ら

に

そ

の

遺

漏

を

一

二

年

ま

で

に

、
既
存
の
宋
以
来
の
版
木
を
集 

め
て
補
修
し
、

ま
た
改
雕
、

新

雕

し

て

構

成

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

以 

後

、
南

監

で

は

こ

れ

ら

の

版

木

を

用

い

て

二

十

一

史

と

し

て

、

あ
る
い
は 

需

要

に

応

じ

て

個

々

に

印

行

し

た

で

あ

ろ

う

が

、
以
上
の
よ
う
な
構
成
で 

あ

る

か

ら

南

京

国

子

監

刊

二
十
一
史
と
い
う
の
は
妥
当
で
な
く
、
南
監
印 

と
す
べ
き
で

あ

る

が

、
単
に
南
監
二
十
一
史
と

い

え

ば

よ

か

ろ

う

。
後
に 

詳

述

す

る

こ

と

で

あ

る

が

、

万
暦
以
後
、

一
と
ニ
の
宋
元
刊
本
の
大
半
が 

新

た

に

改

雕

さ

れ

る

が

、
晋
書
と
唐
書
は
最
後
ま
で
こ
の
元
刊
本
が
引
続 

い
て
用
い
ら
れ
た
か
ら
、

こ
の
呼
び
か
た
は
南
監
二
十
一
史
に
す
べ
て
通 

じ

て
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ

の

と

き

新

雕

さ

れ

た

史

記

•
前

漢

書

.
後

漢

書

の
三
史
は
、
南
宋
慶 

元

中

建

安

黄

善

夫

.
劉

元

起

刊

本

の

系

統

の

本

を

底

本

と

し

た

こ

と 

が

、

次
の
こ
と
で

明

ら

か

で

あ

る

。

史

記

は

黄

善

夫

本

に

始

っ

た

集

解

.
索

隠

.
正
義
の
三
注
合
刻
本
で
、 

そ
の
三
注
の
四
分
の

一

ほ

ど

を

も删

略

す

る

が

、
そ
の
残
存
す
る
と
こ
ろ 

は
黄
善
夫
本
と
一
致
す
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
史
記
は
万
暦
中
に
南 

監
で
二
度

も

改

雕

さ

れ

た

か

ら

、

そ
の
ニ
本
に
北
監
本
を
含
め
て
別
に
詳

述

す

る

。

両

漢

書

は

、
黄

善

夫

•
劉

元

起

本

で

は

巻

末

に

「
右
宋
景
文
公
以
諸
本 

参

校

手

所
是
正
及
諸
家
弁
疑
並
他
古
注
之
末
」

(
前

漢

書

巻

一

上

)

の
ょ 

ぅ

に

い

っ

て

、
宋

祁

•
劉

敗

.
朱
子
文
ら
宋
人
の
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い 

る
。

こ
の
南
監
本
の
両
漢
書
に
も
、
多
少
の
省

略

は

あ

る

も

の

の

、
そ
れ 

が

ほ

ぼ

そ

の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前

漢

書

の

顔

師

古

注

.
後

漢

書

の

章

懐

太

子

注

が

黄

善

夫

.
 

劉

元

起

本

に

較

べ

て

一

部删

略

さ

れ

る

の

も

、

量

的

に

は

さ

ほ

ど

多

く 

な
い
が
、
史

記

と

同

様

で

あ

る

。
漢

書

で

は

、
巻
一
上
に
は
皆
無
で
あ
る 

が

、
卷

六

武

帝

紀

な

ど

に
は
か
な
り
め
だ
つ
。

と
く
に
顔
師
古
に
は
、
如 

淳

•
応

劭

•
孟

康

.
文
穎
ら
の
古
注
の
ニ
説
を
あ
げ
て
一
方
を
非
と
断
じ 

た
り
、

一
を
掲
げ
て
否
定
し
つ
つ
自
説
を
主
張
す
る
ょ
ぅ
な
例
が
少
く
な 

い
が
、
そ

こ

で
は
顔
師
古
が
是
と
す
る
説
だ
け
が
残
さ
れ
て
、
対
躕
的
な 

説

明
は
す
べ
て
略
さ
れ
て
い
る
。
後

漢

書

に

は

、
巻

一

上
か
ら
し
て
ニ
ニ 

条
の删

略

が

あ

る

。

嘉
靖
二
十
一
史
の
伝

本

は

け

っ

し

て

珍

し

く

な

く

、
各
史
そ
れ
ぞ
れ
に 

一
◦
部
前
後
が
数

え

ら

れ

る

も

の

の

、
意
外
な
こ
と
に
嘉
靖
新
刊
の
史
記 

両
漢
書
の
三

史

が

少

く

、
当
初
か
ら
二
十
一
史
と
し
て
完
存
す
る
も
の
は 

な
い
。

ま

ず

、
現

存

の

三

国

志
の
南
宋
衢
州
刊
本
、
南
北
朝
七
史
の
南
宋
刊
本 

(
い
わ
ゆ
る
眉
山
七
史
)
、
南

北

史

.
隋

書

•
五
代
史
記
の
元
九
路
儒
学
刊 

本

の

大

半

は

、
嘉

靖

八

.
九

.

一
〇

•

一
二
年
等
の
補
刻
葉
を
含
ん
で
い 

て
、
百
衲
本
二
十
四
史
の
七
史
と
南
北
史
と
隋
書
に
も
し
ば
し
ば
そ
れ
が



見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
は
嘉
靖
二
十
一
史
の
一
部
で
あ
っ
た
も
の 

と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
宋
元
刊
本
は
、

わ
が
国
と
台
湾
所
在
の
も
の
は
ほ 

ぼ
調
査
さ
れ
て
お
り
、
補

刊

年

記
が
あ
る
だ
け
に
、
北

京

•
上
海
両
図
書 

館

の

善

本

書

目

や

江

蘇

省

立

国

学

図

書

館

図

書

総

目

(
一
九
三
五
年
)

も 

刊

.
修
を
か
な
り
明
確
に
記
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
現
存
本 

を
数
え
る
と
、
梁
書
が
七
部
ほ
ど
と
や
や
少
い
が
、

宋

書

.
南
斉
書
が
約 

一
〇
部

、
他
は
一
五
部
ほ
ど
も
あ
ろ
う
。

元
刊
の
晋
書
と
唐
書
、

明
初
刊
の
宋
史
と
元
史
の
よ
う
に
引
続
い
て
万 

暦
二
十
一
史
と
し
て
用
い
ら
れ
、
補
刻
も
長
期
間
に
頻
繁
に
行
わ
れ
た
も 

の
は
、
実
査
し
な
い
と
嘉
靖
と
万
暦
の
二
十
一
史
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か 

を
決
め
が
た
い
が
、
前

者

が

国

内

と

台

湾

と

で

晋

書

.
唐
書
と
も
各
九
部 

あ
り
、

宋
史
と
元
史
は
国
内
だ
け
で
四
部
と
七
部
と
を
数
え
る
。
嘉
靖
刊 

の

両

漢

書

と

遼

.
金
史
も
同
じ
く
両
期
に
亘
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
や
は 

り

国

内

の

現

存

本

が

前

漢

書

と

遼

•
金
史
が
各
七
部
、

後
漢
書
が
最
少
で 

三
部
で
あ
る
。

そ
し
て
、
史

記

は

嘉

靖

八

•
九
年
に
改
雕
さ
れ
て
万
暦
初
に
は
ま

た
改 

版

さ

れ
た

、

ま

さ

に

嘉

靖
二

十

一
史
の
典
型
で
あ

る

が

、

こ

の嘉
靖
本
は 

内

閣

文

庫

、
無

窮

会

、
台

湾
の
中
央
図
書
館
、

そ
し
て
旧
江
蘇
省
立
国
学 

図

書

館
に
存
す
る
程
度
で
伝
本
は
少
い
よ
う
で
あ
る
。
江
蘇
図
書
館
本
は 

南

京

図

書

館

に

引

継

が

れ

て

い

る

か

と

思

わ

れ

る

が

、

賀

次

君

史

記

書 

録

に

よ

れ

ば

こ

れ

は

原

刊

初

印

本

で

あ

る

と

い

う

(
同
書
頁
一
五
〇
)
。 

丁
丙
の
善
本
書
室
蔵
書
志
に
、
橘

煌

之

印

が

あ

る

と

い

う

本

で

あ

ろ

う 

(
巻

六

)
。
江
蘇
省
立
国
学
図
書

館

図

書

総

目

に

は

、

石

室

外

史

.
太
原
橋 

氏

黄

葉

楼

蔵

書

.
詠

蘭

室

.
橋

西

邨

黄

葉

楼

蔵

書

印

•
黄

葉

主

人

.
非
三

代

両

漢

之

書

不

敢

観

上

述

唐

虞

三

代

之

徳

の

諸

印

も

録

さ

れ

て

い

る

(
巻 

九
)
。

な
お
、

史

記

書

録

の

そ

の

と

こ

ろ

に

莫

伹

驥

五

十

万

卷

楼

蔵

書 

目

録

初

編

に

「
其
版
嘉
靖
間

駿

於

火

」

と

あ

9
、

そ
の
故
に
伝
本
が
少 

い
と
し
て
い
る
が
、

後
述
の
よ
う
に
万
暦
三
年
本
の
余
有
丁
の
序
に
曼
漶 

と
い
っ
て
焼
失
を
仄
め
か
し
も
せ
ず
、

「
其

板

嘉

慶

間

駿

於

火

」

と
の
南 

監

二

十

一

史
の
終
焉
の
記
事
と
の
混
同
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
晋

書

.
唐

書

•
宋

史

は

嘉

靖

三

五

.
六

•
七
年
に
補
修
さ 

れ
て
い
て
、

こ
れ
は
嘉
靖
二
十
一
史
を
ち
よ
う
ど
二
分
す
る
時
期
に
な
る 

が

、

い
ま
挙
げ
た
こ
の
三
史
の
現
存
本
も
ま
さ
に
半
々
で
あ
る
。
前
半
期 

の
印
本
が
半
分
あ
る
と
い
う
の
は
、

次

の
こ

と

と

考
え
あ
わ
せ
る
と
興
味 

深

ぃ

。
こ
れ
ら
の
各
本
は
現
在
ほ
と
ん
ど
二
十
一
史
と
し
て
で
は
な
く
個
別
に 

伝
え
ら
れ
て
い
て
、
ご
く
一
部
が
二
十
一

史

と

称

さ

れ

て

い

る

が

、

こ
れ 

も
お

そ

ら

く

当

初
か
ら
そ
の
体
裁
を
整
え
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。 

そ
の
な
か
で
、

あ
る
時
期
か
ら
比
較
的
整
っ
た
形
で
い
ず
れ
か
に
蔵
さ
れ 

て
き
た
も
の
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
鈞
龍
家
旧
蔵
本
、

蓬

左

文
庫
本
、
内 

閣
文
庫
の
明
の
平
泉
鄭
氏
と
寬
永
寺
勧
学
察
の
旧
蔵
本
が
あ
る
。

書

陵

部

本

は

、

ニ
組
あ
る
南
監
二
十
一
史
の
一
で
、
史
記
を
欠

く

が

、 

北

斉

書

.
周

書

•
五

代

史

記

を

除

い

て

一

部

の

表

紙

に

「
文
章\

華

堃

/ 

瓶

1
1
J

印

を

擦

し

、

す

べ

て

双

郭

の

中

に

「
二
十
一
史
」
と
刷
っ
た
薄 

青

色

地

の

題

簽

を

貼

る

。

三

国

志

の

後

半

(
巻

ニ

九

以

下

)
を
失
っ
た
も 

の
の
宋
元
刊
本
を
ほ
ぼ
擁
し
、

明
初
、

お
よ
び
嘉
靖
刊
本
も
ほ
と
ん
ど
揃 

っ
て
い
る
が
、

遼

史

が

万

暦
三
四
年
の
北
監
本
で
あ
る
。

そ
し
て
、

題
簽



は
遼
史
の
も
同
じ
で
あ
り
、
刷

り

も

や

や

新

し

く

、
明
末
清
初
ご
ろ
に
新 

た
に
作
ら
れ
た
も
の

の

よ

う

で

あ

る

。

そ
の
こ
ろ
遼
史
だ
け
が
欠
け
て
い 

た

の

を
配
補
し
た
の
か
、
他
の
諸
史
も
完
全
に
は
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
も 

の
を
取
寄
せ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
半
の
南
監
本
に
つ
い
て
は
比 

較
的
近
い
時
期
に
同

じ

と

こ

ろ

で

印

行

さ

れ

た

ら

し

く

、
紙
質
に
も
あ
ま 

り
差
異
は

な

い

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

七
史
や
五
代
史
記
の
嘉
靖
修
葉
も 

か
な
9
痛

ん

で

い

る

こ

と

、
晋

書

や

宋

史

に

靖

三

五

•
六

.
七
年
修
葉 

が

あ

る

こ

と

か

ら

、
嘉

靖

二

十

一

史

と

し

て

は

後

期

の

、

万
暦
に
近
い
嘉 

靖

末

か

隆

慶

中

の

印

本

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

。

た
だ
し
、

宋
書
や
魏
書 

に

ご

く
数
葉
の
万
暦
本
が
混
り
、
晋

書

巻

六

六

〜

六

九

の

一

冊

が

万

暦一  

〇

年

ま

で

の

、
唐

書

の

卷

一

一

八

〜

一

二

ニ

、

一
四
ニ
〜
一
六
一
の
全
体 

が

万

曆

四

四

年

ま

で

、

ま
た
崇
梢
七
年
ま
で
の
後
修
本
で
あ
り
、

さ
ら
に 

唐
書
な
ど
の
一
部
に
万
暦
本
を
匡
郭
の
と
こ
ろ
で
切
っ
て
粘
付
け
て
あ
る 

の
は
、

後
に
欠
葉
お
よ
び
欠
巻
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で 

も

な

い

。

蓬
左
文
庫
本

は

そ

れ

よ

り

降

っ

て

万

暦

一

〇

年
代
の
終
り
の
こ
ろ
の
印 

本

で

、
史

記

.
前

漢

書

•
三
国
志
を
欠
く
が
、
嘉
靖
版
が
主
体
で
あ
り
な 

が

ら

、

す

で

に

新

雕

成

っ

た

梁

書
と
五
代
史
記
の
万
暦
刊
本
を
含
み
、

両 

版

混

淆

し

て

同

時

に

印

行

さ

れ

た

二

十

一

史

で

あ

る

。
嘉
靖
版
か
ら
万
暦 

版

へ

の

転

換

期

の

渦

中

の

印

本

で

、

す

こ

ぶ

る

興

味

を

惹

く

も

の

が

あ 

る
。さ

て
こ
の
二

十

一

史

は

、
右

の

三

史

を

失

い

、

一
六
史
が
嘉
靖
版
で
、
 

梁
書
と
五
代

史

記

が

万

暦

五

年

刊

の

新

版

で

あ

る

。
史
記
も
同
三
年
の
刊

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
版
で
あ
っ
た
可
能
性
が
濃
い
が
、
他
の
万
暦
版
の
刊

刻
は
一
六
年

以

降

に

な

る

。
嘉

靖

版

に

は

、

万
暦
新
版
に
代
え
ら
れ
て
廃

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
、
弓
続
い
て
万
暦
二
十
一
史
に
も
用
い
ら
れ

る
も

の

と
が

あ

る

が

、

後
者
へ
の

補

刻

は

、

唐

書

.
宋

史

•
遼

史

に

同

四
〜
六
年
の
も
の
が
わ
ず
か
に
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

後
漢
書
の
巻
首
に

「
大
明
万
暦
十

年

重

修

後

漢

書

」

の
祭
酒
以
下 

一
◦
数
名
の
列
銜
が
あ
り
、

晋

書

と

と

も
に
同
年
の
修
葉
が
あ
る
。

こ
の
官
銜
は
漢
書
と
晋
書
に
も
あ

っ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
漢

書
は
全
巻
を
欠
き
、
晋

書

は
首
三
◦
巻

を
失
っ
て
い
て
、

い
ま
は
存
し
な
い
。

そ
し
て
、
版
心
の
補
刊
年
記
の
新

(
3
)

し
い
も
の
は
、

宋
史
の
一
五
年
と
唐
書
の
一
七
年
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

唯 

一
の
例
外
と
し
て
、
魏

書

(
欠
巻
一
〜
五
九
)

の
卷
ー
〇

九
第
一
ニ
葉
に 

一
六
年
の
補
刻
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
も
な
く
廃
版
に
な
る 

嘉
靖
版
の
宋
元
刊
本
の
こ
の
と
き
の
補
修
は
他
に
例
を
見
な
い
し
、

魏
書 

で
も
こ
の
蓬
左
文
庫
本
以
外
に
存
在
を
知
ら
な
い
。

以

上
の
こ
と
は
年
表
風
の
次
の
万
暦
二
十
一
史
の
一
覧
表
(
三
ニ
四
頁
) 

に
あ
て
は
め
る
と
明
瞭
で
あ
る
が
、

万
暦
版
の
刊
刻
は
梁
書
と
五
代
史
記 

以
後
、
継

続

版

へ

の
補
修
だ
け
で
一
〇
年
ほ
ど
も
中
断
し
、

一
六
年
の
陳 

書

.
周

書
か
ら
再
開
し
て
、

ニ
五
年
ま
で
に
一
一
史
を
出
し
て
終
る
。
陳 

書

•
周

書

は

全

葉

「
万
暦
十
六
年
刊
」

の
刊
記
を
持
つ
が
、
刊
行
は
少

 々

延
び
た
の
か
、

一
七
年
修
の
唐
書
を
含
む
蓬
左
文
庫
本
に
は
ま
だ
用
い
ら 

れ
ず
、
後

続

の

北

斉

書

や

南

斉

書

と

と

も

に

宋

刊

三

朝

本

が

入

っ

て

い 

る
。

す
な
わ
ち
、

蓬
左
文
庫
の
二
十
一
史
は
万
暦
一
七
年
、

ま
た
は
そ
の 

後
の
数
年
間
に
印
行
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

な

お

、

こ
の
二
十
一
史
は
、

史

記

.
前

漢

書

•
三

国

志

の

全

巻

の

ほ



か
、
晋

書

.
南

斉

書

.
魏

書

.
隋

書

.
北

史

.
唐

書

.
宋

史

.
元
史
に
も 

か
'な
り
の
欠
巻
が
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
補
刻
の

年

代

に

矛

盾

が

な

く

、
 

版
面
の
損
傷
も
平
均
し
て
書
陵
部
本
よ
り
進
ん
で
い
る
し
、
装
訂
は
原
装 

と
思
え
な
い
が
、

^

そ
の
他
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
て
、
印
行
以
来
の
揃 

い
と
思
わ
れ
る
。
表

紙

裏

あ

る

い

は

遊

び

紙

に

粘

ら

れ

た

紙

片

のr

瑞
竜 

1

様

万

暦

版

\
梁

書

十

冊

」
等

の
墨
書
も
、

嘉

靖

版

(
北

史

)
、

成
化 

版

嘉

靖

万

暦

補

刊

(
唐

書

)

と
そ
れ
ぞ
れ
に
異
版
の
よ
う
に
記
す
が
、

ま 

さ

に

そ
の
通
り
で
よ
い
こ
と
を
す
で
に
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
。

内

閣

文

庫

の

平

泉

鄭

氏

•
寛
永
寺
勧

学

寮

旧

蔵

本

は

、

い
ま
は
個
々
に 

分
解
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
蔵
印
な
ど
か
ら
嘉
靖
二
十
一
史
と
考
え
て
よ 

か
ろ
う
。
た
だ
し
、

現
在
は
南
斉
書
が
欠
け
、
両
漢
書
が
嘉
靖
中
の
刊
本 

で

は

あ

る

が
南
監
本
で
な
く
、

史

記

•
梁

書

.
五
代
史
記
が
万
暦
刊
本 

で
、
万
暦
刊
本
は
鄭
氏
の
印
章
が
異
る
。

他
の
ー
五
史
は
嘉
靖
版
で
あ
る
が
、

宋

•
元

.
明
初
刊
本
と
も
嘉
靖
ー 

ニ
年
ま
で
の
修
本
で
、

同
三
六
年
の
補
刻
は
な
く
、
毎

冊

首

に

「
淡

泉

」 

「
大

司

/

寇

章

」
、

尾

に

「
凝
雲
深
処
/

清

暇

奇

観

」
「
海
頻
逸
民
/

平
泉

(
5
)

鄭
履\

準
凝
雲
楼
/

書

画

之

印

」

の
堂
々
た
る
蔵
印
を
擦
す
。
両
漢
書
は 

嘉
靖
中
に
お
そ
ら
く
福
建
で
元
九
路
儒
学
本
を
覆
刻
し
た
本
で
、
漢
書
は 

斯

道

文

庫

本

(
坦
堂
文
庫
)
な
ど
の
墨
釘
の
箇
所
が
訂
さ
れ
、

か
つ
界
線 

が

よ

り

痛
ん
で
い
る
か
ら
、

次

の
こ

と

と

あ
わ
せ
て1

病
靖
中
に
補
刻
さ
れ 

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ

の

両
漢
書
に
も
鄭
氏
の
同
じ
印
が
あ
る
が
、
晋
書 

と
漢
書
と
に
、
嘉

靖

こ

丑

(
四
四
年
)

三

月

.
四

月

.
七

月

.
八
月
の
平 

泉
山
人
の
読

識

語

が

あ

る

。
鄭

履

準

は

浙

江
海
塩
県
の
人
で
、
海
塩
県
図

経

巻

一

三

に

伝

が

あ

り

、
刑
部
郎
中
等
を
歴
任
し
た
が
、

冊
首
の
大
司
寇

章

印

は

嘉

靖

三

七

年

に

刑

部

尚

書

に

昇

っ

た

父

の

暁

(
明
史
卷
一
九
九
鄭

暁

伝

)

の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

こ
の
識
語
も
晚
年
の
暁
の
筆
に
な
る
も
の 

(6
)

と
思
わ
れ
る
。

長

兄

の

履

淳

も

明

史

に

伝

を

も

つ

が

(
巻

ニ

一

五
)
、

こ 

の
鄭
氏
に
し
て
当
時
に
お
い
て11

栽
靖
二
十
一
史
を
完
備
で
き
ず
、

こ
の
両 

漢

書

を

含

め

た

形

で

愛
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

史

記

.
梁

書

.
五
代
史
記
は
万
暦
五
年
ま
で
の
南
監
刊
本
で
、

五
代
史 

記

に
そ
の
年
、

す

な

わ

ち

万

暦

こ

丑

七

月

の

「
点

」

「
看

完

」

の
奥
書
が 

あ
る
。
蔵
印
は
嘉
靖
本
よ
り
ぐ
っ
と
小
型
に
な
り
、

わ
ず
か
に
刊
行
の
早 

い

史

記

が

「
平

」

「
泉

」

「
凝
雲
/
堂

印J

「
司
寇
/

大

夫

」
、
梁

書

•
五
代 

史

記

は

「
平j 

r

泉j 

r

参
軍
\
大

夫

」
「
青
官
\

侍

御

」

で
あ
る
。
な

お

、
 

嘉

靖

.
万

暦

本

を

問

わ

ず

全

本

に

「
武
州
東
戠
山
\

勧

学

寮

文

庫

」

「
浅 

草

文

庫

」
印

を
捺
す
。

大
半
は
書

陵

部

本

、

蓬
左
文
庫
本
よ
り
早
い
嘉
靖
前
半
期
の
印
本
で
は 

あ
る
が
、

当
時
す
で
に
欠
本
を
生
じ
て
い
た
か
、
名
門
の
鄭
氏
に
し
て
購 

得
時
に
二
十
一
史
を
揃
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

江

蘇

省

立

国

学

図

書

館

図

書

総

目

(
民
国
ニ
五
年
序
刊
)
著
録
の
丁
丙 

旧

蔵

の

南

監

二

十

一

史

は

せ

っ

か

く

史

記

の

嘉

靖

九

年

刊

本

か

ら

始

る 

が

、
他
は
ほ
と
ん
ど
万
暦
版
で
、

蔵
印
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
り
、

や
は
り
後 

年
に
取
合
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

南
監
万
暦
二
十
一
史

万
暦
二
十
一
史
の
開
雕
は
、
同

ニ

年

(一

五
七
四
)

の
史
記
か
ら
で
あ



劉 劉 劉  

域 域 M

高
啓
愚 

高
啓
愚 

高
啓
愚

趙
用
賢
余
孟
麟

趙
用
賢
余
孟
麟

趙
用
賢
張
一
桂

趙
用
賢
張
一
桂 

張
一
桂

趙
用
賢
張
一
桂 

張
一
桂

鄧
以
讚
劉
応
秋 

陸
可
教
馮
夢
梢 季

道
統 

馮
夢
禎
黄
汝
良 

馮
夢
禎
黄
汝
良

祭酒司業
 

余
有
丁
周
子
義 

余
有
丁
周
子
義 

余
有
丁
周
子
義

る
。

そ
の
刊
行
は

翌

年

に

な

っ

た

が

、
史
記
の
諸
序
の
末
に
国
子
監
祭
酒 

余

有

丁

の

序

が

あ

る

。

し
か
し
、

そ

れ

は

「
国

学

故

S

記
久
、

乃
曼
漶 

不

可

読

、
余

病

之

、

将

他

梓

人

…

…
」

に
始
っ
て
、

あ
と
は
先
人
の
伝
注 

が
よ
ろ
し
く
な
い
か
ら
司
業
の
周
子
義
と
修
正
に
努
め
た
と
い
う
こ
と
を 

縷

々

述

べ

る

ば

か

り

で

、
史
記
以
外
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及
し
よ
う 

と

し

な

い

。

ま
し
て
、

二
十
一
史
を
改
版
し
よ
う
と
す
る
意
図
や
構
想
に 

つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
な
い
。
次

の

梁

書

の

四

年

の

余

有 

丁
、

五
年
の
司
業
周
子
義
の
序
も
、

梁

書

に

つ

い

て
記
す
ば
か
り
で
、

ほ 

ぼ

同

様

で

あ

る

。

こ
の
こ
と
は
、

あ
る
い
は
当
時
ま
た
万
暦
二
十
一
史
を
新
た
に
開
雕
す 

る
大
事
業
を

企

画

し

て

お

ら

ず

、
漫

漶

が

基

し

く

て

需

要

の

多

い

も

の 

と
、

同
じ
く
あ
ま
り
卷
数
の
多
く
な
い
も
の
を
個
々
に
刊
刻
し
た
ら
し
く 

も

み
え
て
、

前
節
の
嘉
靖
二
十
一
史
の
蓬
左
文
庫
本
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た 

が

、

五
年
に
五
代
史
記
を
出
し
た
あ
と
一
〇
年

余

も

中

断

し

、

そ
の
間
、
 

旧

嘉

靖

版

の

晋

書

.
唐

書

.
宋
史
な
ど
の
大
冊
を
補
刻
し
て
い
る
。

一
六 

年

に

至

っ

て

再

開

し

、

陳

書

•
周

書

.
北

斉

書

か

ら

着

手

し

て

、

次
表
に 

掲

げ

る

よ

う

に

相

次

ぎ

、
計
一
四
史

に

及

ん

だ

。

こ
の
う
ち
五
代
史
記
を 

除

く

全

史

に

序

文

が

付

い

て

い

る

が

、

い
ず
れ
も
そ
の
史
が
も
っ
と
も
痛 

ん
で
い
る
と
い
い
、

そ
の
校
正
の
困
難
を
訴

え

る

類

の

も

の

で

、

と
く
に 

取

り

あ

げ

る

ほ

ど

の

も

の

は

な

い

。

万

暦

中

に

新

た

に

刊

刻

さ

れ
た
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
嘉
靖
版
か
ら 

引

継

が

れ

て

、

こ
の
期
に
補
刻
が
行
わ
れ
た
も
の
は
一
格
低
げ
て
掲
示
し 

た
0

史 

記 

梁 

書 

五
代
史
記 

晋

書
 

唐

書
 

遼

史
 

宋

史
 

前
漢
書 

後
漢
書 

晋

書
 

(金

史

)
 

陳 

書 

周 

書 

北
斉
書

南
斉
書 

南 

史

北

史

隋 

書 

史 

記 

三
国
志

万
暦
年
刊 

二
三 

二
三
五 

ニ
四
五

四
補
刻 

四 

〃

四 

〃
 

六 

"

一〇

"

一〇

"

一〇

"
 

一
六
"
 

一六 一六一六一七 

H
3

 

一七

一七一八 
一九一六一七 

一八一九 

ニ
〇

ニー

ニ
ニ 

ニ
四 

ニ
四

二
三



ニ
〇

ニ
ー
陸
可
教
馮
夢
補 

宋 

書
ニ
ニ
二
三
馮
夢
禎
謹
統

ニ五

魏
 

書
ニ
四
ニ
五
馮
夢
禎
黄
汝
良 

史

記

が

再

度

に

わ

た

っ
て
刊
刻
さ
れ
た
の
は
異
例
で
あ
る
が
、

こ
の
こ 

と

に

つ

い

て

は

嘉

靖

本

.
北

監

本

も

含

め
て
別
に
述
べ
る
。

一
方
、
新
雕 

さ

れ

な

か

っ

た

の

が

前

漢

書

.
後

漢

書

.
晋

書

•
唐

書

.
宋

史

.
遼

史

.
 

金

史

.
元
史
の
八
史
で
、

い
ず
れ
も
嘉
靖
二
十
一
史
の
継
続
と
な
る
が
、 

内

訳
は
元
刊
本
が
ニ
、

明
初
刊
本
が
ニ
、
嘉
靖
刊
本
が

四

で

あ

る

。

こ
れ 

で
三
朝
本
と
称
さ
れ
た
宋
刊
本
が
す
べ
て
姿
を
消
し
、

元
刊
本
も
過
半
が 

交

替

し
た
が
、
晋

書

の

三

一

五
◦
、

唐

書
の
四
八
〇

〇

と
版
木
の
多
い
も 

の
が
残
さ
れ
た
。

明

初

刊

本

の

宋

史

.
元
史
も
か
な
り
痛
ん
で
き
て
い
た 

が

、

こ

れ

も

見

送

ら

れ

た

の

は

約

一

万

.
四
五
◦

◦

と

い

うそ
の
版
木
の 

枚
数
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

万
暦
新
刊
本
の
行
格
は
、

当

初

の

史

記

.
梁

書

•
五
代
史
記
が
四
周
双 

辺

.
毎

半

葉

一

〇

行

.
行

ニ
ー
字
、
第

二

期

の

陳

書

以

下

が

双

辺

.
九 

行

.

一
八
字
に
は
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
終
り
の
方
で
史
記
と
魏 

書

が

左

右

双

辺

.

一
〇

行

•
一
二
字
と
な
り
、

三

国

志

だ

け

が

左

右

双 

辺

•

一
二
行
.
ニ
三
字
と
異
る
。

し
か
も
三
国
志
は
、
注
文
を
他
の
各
史 

の
よ
う
に
小
字
双
行
に
割
っ
て
本
文
の
間
に
揷
入
す
る
こ
と
を
せ
ず
、

い 

わ
ゆ
る
北
宋
咸
平
刊
呉
書
の
よ
う
に
改
行
、
低
一
格
し
て
大
字
の
ま
ま
載 

せ
る
。
字
体
も
明
朝
体
と
写

刻

体

の

二

様

が

あ

り

、

三
国
志
の
馮
夢
禎
な 

ど
、

み
ず
か
ら
熱
心
に
校
正
に
当
っ
た
祭
酒
が
校
了
の
日
付
を
刻
す
る
よ 

う
な
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
完
全
に
一
定
の
規
格
に
整
え
ら
れ
て
は 

い
な
い
が
、
嘉

靖

本

と

同

様

に

、

首
題
、
撰

.
注
者
名
の
次
行
に
各
一
行

を

と

っ

て

「
犬

(
皇

)

明
南
京
国
子

監

祭

酒

」

お
よ
び
司
業
の
銜
名
を
掲 

げ

、
版
心
上
象
鼻
に
刊
年
を
刻
す
こ
と
に
よ
っ
て
南
監
本
で
あ
る
こ
と
を 

明
示
す
る
。

前

の

表

の

刊

年

と

祭

滔

.
司
業
の
氏
名
は
だ
い
た
い
こ
れ
に

よ

つ

て

い

る

。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
万
暦
二
十
一
史
刊
刻
の
祭
の
校
合
本
の
一
部
が
上
海 

図
書
館
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

馮
夢
横
の
校
し
た
三
国
志
の
ぅ
ち
の
魏
志 

巻

一

.
ニ

*

ハ

〜

八

の

五

卷

ニ

冊

で

、

嘉
靖
二
十
一
史
の
一
の
南
宋
初 

期

衢

州

刊

至

嘉

靖

一

〇
年

遁

修

本

で

あ

る

。
上

海

図

書

館

善

本

書

目

(
一
 

九
五
七
年
)

に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
国
図
書
館
職
員
友
好
の
翼
訪 

中
団
が
一
九
七
八
年
六
月
六
日
に
同
館
を
訪
れ
た
と
き
に
供
覧
さ
れ
た
と 

い
ぅ
。

中

国

研

究

月

報

三

六

七

号

(
一
九
七
八
年
九
月
号
•
特
集
中
国
の 

図

書

館

)

に
所
載
の
同
館
の
専
選
陳
列
目
録
に
、

狐

校

本

と

し

て

、

(
横

山

弘

氏

記

録

.
補

)

三
国
志 

存

魏

志

五

卷

卷

一

至

ニ

•
六
至
八 

ニ
冊 

宋

刻

元

明

遁

修

嘉

靖

十

年

印

本

(
明
馮
夢
禎
校
刻
南
監
底
本 

清

呉

省

蘭

跋

)

此
本
経
馮
夢
禎
手
校
。

後

南
監
重
刻
三
国
志
、
即
以
此
本
為
底
本 

魏

文

帝

紀

巻

末

有

「
南
京
国
子
監

蔵

書

記

」

八
字
陽
刻
朱
長
方
印 

「
万
暦
丙
申
正
月
十
九
日
校
文
帝
紀
/
夢

摘

」
藍
墨
手
筆 

「
乾
隆
癸
已
十
一
月
初
三
至
四
日
校
完
/

清

谿

」
朱
墨
手
筆 

と
あ
る
。
文
帝
紀
末
の
馮
夢
禎
の
識
語
は
、
「
丙
申
正
月
二
十
七
日
校
完
/ 

夢

禎

」

と
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、

万

暦

版

の

三

国

志

の

そ

の

と
こ

ろ

に
刻
さ
れ 

て
い
る
。

こ
の
三
国
志
は
い
ま
は
わ
ず
か
五
巻
の
端
本
で
あ
る
が
、
南
監
で
嘉
靖



一
〇
年

ま

で

補

修

し

、

お
そ
ら
く
そ
の
直
前
ま
で
刷
り
つ
づ
け
た
で
あ
ろ 

う
衢
州
本

が

万

暦

版

の

底

本

と

さ

れ

た

の

は

当

然

で

あ

る

。

し
か
し
、
当 

時
の
南
監
で
こ
の
衢
州
本
以
外
の
宋
元
刊
本
を
ど
れ
だ
け
校
訂
に
利
用
で 

き

た

も

の

か

、
南

雍

志

考

で

は

七

堂

に

あ

っ

た

二

十

一

史

が

挙

げ

ら
 

れ

る

だ

け

で

あ

る

が

、

こ

の

本

の

校

語

は

ぜ

ひ

と

も

見

た

い

も

の

で

あ 

る
。そ

れ

と

と

も

に

、

衢
州
本
で
さ
え
注
を
本
文
の
間
に
小
字
双
行
で
揷
入 

し

て

き

て

い

る

も

の

を

い

ま

さ

ら

瑪

夢

補

が

い

わ

ゆ

る

咸

平

本

の

よ

う 

に
大
字
の
ま
ま
改
行
低
格
し
て
掲
げ
た
理
由
を
窺
い
し
れ
な
い
か
と
願
う 

の
で
あ
る
。

嘉

靖

版

を

主

と

す

る

蓬

左

文

庫

の

二
十
一
史
に
万
暦
の
梁
書
と
五
代
史 

が

入

っ

て

い

た

よ

う

に

、
完

成

し

た

も

の

か

ら

随

時

印

行

さ

れ

る

こ

と 

も

あ

っ

た

で

あ

ろ

う

が

、

二
十
一
史
と
し
て
登
場
し
た
の
は
ニ
六
年
以
後 

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

内

閣

文

庫

蔵

の

中

原

職

忠

旧

蔵

二

十

ニ

史

六

六

九

冊

は

、

万
暦
版
を
主 

と

し
つ
つ
も
、
嘉

靖

版

の

万

暦

以

前

の

印

本

•
北

監

本

そ

の

他

の

明

版

.
 

清

刊

の

明

史

を

含

む

な

ど

半

分

近

く

は

他

本

が

取

合

さ

れ

て

い

る

が

、

万 

暦

ニ

一

年

刊

の

北

史

に

伝

一

四

第

五

•
六
葉
、

伝

七

一

第

一

三

.

一
四
葉 

が

欠

葉

と

な

っ

て

い

る

。

と
こ
ろ
が
、
都

立

中
央
図
書
館
の
川
田
氏
旧
蔵 

本

と

内

閣

文

庫

楓

山

文

庫

本

の

北

史

で

は

、

こ
の
四
葉
が
万
暦
ニ
六
年
刊 

と

な

っ
て
い
る
。
都

立

本

は

二

十

一

史

で

あ

る

が

、
宋
史
が
よ
り
善
本
の 

嘉
靖
三
四
年
以
前
印
本
で
あ
る
ほ
か
は
す
べ
て
同
時
の
印
で
あ
る
と
思
わ 

れ
、

両

漢

書

•
唐

書

.
金

史

.
元
史
に
同
じ
ニ
六
年
の
修
葉
が
あ
り
、
唐

書
の
は
ニ

九

年

に

及

ぶ

。
内

閣

文
庫
本
も
、

い
ま
は
分
散
し
て
架
蔵
さ
れ 

二
十
一
史
を
称
し
て
い
な
い
が
、
宋

史
を
欠
き
、

元
史
は
至
雍
正
七
年
修 

本

を

も

っ

て

補

っ
て
い
る
も
の
の
、
他
は
.装
訂
も
同
じ
く
し
て
明
ら
か
に 

二
十
一
史
を
構
成
し
て
い
た
も
の
で
、

万
暦
ニ
六
年
の
補
修
の
状
況
に
つ 

い
て
は
都
立
本
と
違
わ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
中
原
本
の
北
史
は
ニ
ー
〜
ニ 

六
年
の
間
の
、
都
立
本
と
楓
山
本
は
二
十
一
史
と
し
て
そ
の
後
の
印
本
と 

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
後
者
が
ほ
ぼ
全
二
十
一
史
を
備
え
て
二
部
も 

存

す

る

こ

と

も

合
わ
せ
て
推
す
と
、

ニ
五
年
に
魏
書
を
も
っ
て
新
雕
を
終 

え
た
あ
と
、
嘉
靖
版
以
来
の
旧
刊
本
を
一
部
に
含
め
た
新
二
十
一
史
を
、

ニ
六
な
い
し
ニ
九
年
に
再
整
備
し
た
う
え
で
世
に
送
っ
た
と
み
て
誤
り
が 

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、

万

暦

中

に

は

唐

書

.
宋

史

•
元

史

な

ど

元

•
明
初
刊
本
を
主 

に
ご
く
部
分
的
に
補
修
が
重
ね
ら
れ
た
が
、

調
査
し
た
範
囲
で
も
こ
の
間 

の
印
本
が
各
々
一
〇
部

ほ

ど

が

伝

え

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
相
当
の
部
数
が 

刷
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
漫
漶
は
進
み
、
天

啓

ニ

‘
三

.
 

四

年

(
一
六
ニ
ニ
〜
四
)

に
か
な
り
大
が
か
り
な
補
修
事
業
を
行
う
こ
と 

に
な
っ
た
。

後

漢

書
の
首
に
、

天
啓
三
年
の
国
子
監
祭
酒
黄
儒
炳
の
重
修 

後

漢

書
小
叙
、
司

業
葉
燥
の
重
修
後
漢
書
題
辞
が
あ
り
、
両
名
以
下
、
計 

四
四
名
の
天
啓
三
年
重
修
刻
の
官
銜
が
掲
げ
ら
れ
、

元
史
に
も
目
録
に
次 

い

で

一

四

名

の

官

銜

が

あ

り

、

「
其
新
刻
過
字
三
十
八
万
五
千
九
百
七
十 

三
個
」
と
い
う
。

京

都

大

学

付

属

図

書

館

(
四
二
三
冊
)
と

同

文

学

部

(
五 

六
九
冊
)
蔵

本

は

、
後
修
本
な
ど
を
寄
せ
て
い
る
が
、

そ
の
過
半
は
天
啓 

修

二

十

一
史
の
よ
う
で
あ
る
。

文

学

部

本

の

宋

史

に

、

天
啓
五
年
一
一 

月

.

一

二
月
の
舛
向
居
士
に
よ
る
補
写
葉
が一

〇
葉

ほ

ど

も
あ
る
が
、
宋



史
は
至
万

暦

二

八

年

遁

修

本

、

す
な
わ
ち
同
三
四
年
以
前
の
印
本
で
あ
っ 

て
、

天
啓
修
本
で
は
な
い
。

万

暦
二
十
一
史
は
清
の
嘉
慶
ー
〇

年

(
一
八
〇

五
)

ま

で

版

木

が

存
 

し
、

そ

の
間
に
し
ば
し
ば
印
行
さ
れ
た
か
ら
、

そ
れ
に
応
じ
て
し
ば
し
ば 

補
刻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明

末

で

は

崇

禎

一

.
ニ

.
三

.
七

.
一
〇

.
 

一
一
年
の
補
刊
年
記
が
み
え
、

r
M
l
g
同

補

」

「
東

廂

侯

補

修

」r

両
廂
侯 

補

修

」
な
ど
の
文
字
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

元
史
に
著
し
い
こ
と 

で
あ
る
が
、
巻

頭

の

第

一

葉

が

崇

禎

の
補
刻
に
あ
た
る
葉
で
は
、
首
題
の 

次
行
の
撰
者
の
王
禕
等
の
官
銜
を
削
り
、

三

年

は

「
南
京
国
子
監
祭
酒
侯 

恪
\

司
業
謝
徳
溥
補
刊
」

に
、

七

年

は

同

様

に

祭

酒

胡

尚

英

.
司
業
王
錫 

衮

、

一
一
年
は
祭
酒
王
錫衮

.
司
業
周
鳳
翔
に
代
え
て
い
る
。
南
史
に
は 

「
唐

学

士

李

延

寿

撰

明

祭

酒

王

錫衮

」
と

す

る

例

も

あ

る

(
巻

一

二

)
。

明
朝
は
当
時
、
滅
亡
の
寸
前
に
あ
っ
た
が
、
南
京
は
李
自
成
の
乱
の
戦 

禍

を

免

れ

た
か

ら

、
そ

の

間

に

も

右

の
よ

ぅ

な

修
.
印

が

行
わ
れ
た
ら

し
 

い
。
北

京

が

陥

れ

ら

れ
る

と
福

王

弘

光

帝

が
南
京
に
擁
立
さ
れ
た
が
、

そ 

の

弘

光

元

年

(
清

順

治

ニ

年

.

一
六
四
五
)

の
補
刻
葉
さ
え
、

わ

ず

か

一  

葉

な

が

ら

後

漢

書

に

あ

る

(
伝
六
九
上
第
五
葉
)
。

清
朝
は
順
治
元
年
に
北
京
に
入
京
し
、

た
だ
ち
に
明
の
国
子
監
を
太
学 

と
し
、
祭

酒

.
司

業

以

下

を

置

い

た

が

(
清
史
稿
卷
一
一
ニ
選
挙
志
一 

学

校

上

)
、

南

京

国

子
監
は
廃
さ
れ
て
、

同
六
年
に
江
寧
府
儒
学
に
改
め 

ら

れ

た

(
江

南

通

志

卷

八

七

学

校

志

江

寧

府

)
。

し
た
が
っ
て
、

も
は 

や
厳
密
に
は
南
監
本
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
が
、

二
十
一
史
等
の
版
木
は 

府

学
に
引
継
が
れ
て
保
管
さ
れ
、

一
六
年
か
ら
一
八
年
に
わ
た
っ
て
全
史

に
大
規
模
な
補
修
事
業
が
行
わ
れ
た
。
大
倉
集
古
館
蔵
の
二
十
一
史
四
七 

一
冊
は
、

漢

書

の

大

半

(
存

卷

九

七~

九
九
上
)

と

後

漢

書

の

一

部

(
欠 

巻 

一
•
ニ

.
四
一
〜
四
五
)

を
欠
く
が
、

こ
の
と
き
の
印
本
で
あ
っ
て
、 

冒

頭

の

史

記

の
首
に
一
六
年
一
〇

月
望
日
付
の
江
南
江
西
総
督
郎
廷
左
の 

重
修
廿
一
史
序
を
掲
げ
る
の
を
は
じ
め
と
し
、

一
八
年
の
何
可
化
.

一
六 

年

の

徐

為

卿

.
毛

ー

麟

•
衛
貞
元
の
同
じ
く
重
修
廿
一
史
序
を
列
ね
て
い 

る
。

ま
た
、

し

ば

し

ば

巻

末

に

「
順

治

己

亥
年
八
月
十
五
日
\

江
寧
府
儒 

学

教

授

朱

模

閲

」

の
よ
う
な
ニ
行
が
あ
る
。

た
だ
し
、

以
後
の
修
本
に
は 

郎
廷
左
以
外
の
序
は
す

べ

て

削

除

さ

れ

て

、
新
た
に
康
熙
修
の
序
が
加
え 

ら
れ
る
。

康

熙

年

間

(
一
六
六
ニ
〜
一
七
ニ
ニ
)

で
は
、

五

.

一
二
.
二
〇
二
一 

五

.
二

六

.
二

七

.
三

九

(
四
〇
)
.
五
.五

年

の

補

刊

記

が

み

ら

れ

る

。

ニ
〇

年

の

も

の

に

は

ほ

と

ん

ど

「
江

寧

知
府
陳
龍
厳
捐
俸
」

の
文
字
が
版 

心
下
象
鼻
に
あ
り
、

ニ

五

*

ハ
年
の
も
の
は
江
南
江
西
総
督
•
江
南
安
徽 

巡
撫
を
は
じ
め
、
江

寧

県

.
上

元

県

•
松

江

府

.
滁

州

.
漂
水
な
ど
周
辺 

の

知

府

以

下

教

諭

.
生
員
ら
が
捐
資
し
、

ま
た
版
下
を
書
い
た
こ
と
を
示 

し
て
い
る
。

こ

れ

ら

の
な
か
に
、

「
装
釘
書
戸
董

懋

校

正

貲

刊j 

r

刷
釘
書 

戸
易
孫
董
陸
貲
刊
」

「
書
業
儒
堂

陳

綸

貲

刊

」

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

印 

踊

.
製

本

.
出
版
業
者
の
参
加
の
し
か
た
も
窺
わ
せ
て
お
も
し
ろ
い
。宫
 

内
庁
書
陵
部
蔵
の
も
う
一
つ
の
二
十
一
史
が
、

こ
の
ニ
五
年
を
中
心
と
し 

て
ニ
七
年
に
及
ん
だ
補
修
の
際
の
印
本
で
あ
る
。

三
九
年
の
補
刻
は
大
事
業
で
そ
の
葉
数
も
多
い
が
、
史
記
の
冒
頭
に
順 

治
の
郎
廷
佐
の
序
に
次
い
で
、
康

熙

四

〇

年
の
江
寧
等
処
地
方
巡
撫
の
宋 

犖
の
重
修
廿
一
史
序
、
江
南
等
処
学
政
提
督
の
張
泰
交
の
序
、

江
寧
府
儒



学
教
授
荊
子
邁
の
跋
、
そ
し
て
重
修
廿
一
史
姓
氏
と
称
し
て
江
南
江
西
総 

督
の
陶
ts
以
下
、
右
の
三
名
も
含
め
た
ニ
〇
数
名
の
{巨
銜
を
連
ね
る
。
宋 

犖

は

「
…
…
洪
武
時
所
刊
廿
一
史
版
、
順
治
己
亥
両
江
総
督
郎
公
修
其
漫 

漶
残
欠
者
、
今
又
四
十
余
年
笑
。
蟫
鼠
朽
蠹
、
増
多
於
昔
、
…
…J

と
、
 

張

泰

交

はr
…
…
大
中
丞
宋
公
邀
飲
陸
子
泉
、
談
及
南
雍
書
。
旧
貯
廿
ー 

史
板
、
年
久
残
欠
、
欲
糾
同
志
輯
而
完
之
。
…
…
」
と
、
荊

子

邁

は

フ

： 

…
計
資
則
費
一
千
四
百
両
有
奇
、
各
憲
捐
如
其
数
、
計
書
則
梓
四
千
頁
有 

寄
、

各
史
補
字
無
算
計
。

時

於

始

於

庚

辰

(
三
九
)

五
月
、

竣
於
辛
已 

(
四
〇
)
四
月
、
…
…
」
と
補
修
の
動
機
や
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
 

各
史
の
各
巻
の
末
に
と
き
に
「
康
熙
庚
辰
年
江
寧
府
/
儒
学
訓
導
王
奕
章 

校
」

の
よ
う
に
、
右
の
官
銜
に
監
修
官
と
な
っ
て
い
る
者
の
校
記
が
ほ
ぼ 

ニ
行
に
刻
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
陳
書
の
よ
う
に
版
心
に
ま
っ
た
く
補
刊 

年
記
が
な
く
と
も
こ
れ
が
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
。
補
刊
年
記
は
す
べ
て 

三
九
年
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
至
四
◦
年
通
修
と
す
べ
き
こ
と
が 

明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
後
一
〇
〇
年
ほ
ど
の
間
に
は
、
葉
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
 

康

熙

五

五

.
五
六
年
、

雍

正

三

•
七

.
一
二
年
、

乾

隆

ニ

.
一
六
•
ニ 

三

•
ニ

四

.
五

五

•
五
七
年
、
嘉
慶
ニ
年
の
補
刊
年
記
が
あ
り
、
わ
ず
か 

づ
つ
補
刻
し
て
は
印
行
を
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

二
十
一
史
す
ベ
て 

が
同
時
の
印
本
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
が
、
静
嘉
堂
文 

庫
の
中
村
敬
宇
旧
蔵
の
二
十
一
史
六
ニ
〇
冊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究 

所
の
同
四
九
五
冊
は
至
乾
隆
ニ
年
通
修
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
の
二
十
一 

史
五
〇
〇
冊
は
も
っ
と
も
遅
い
至
嘉
慶
ニ
年
遁
修
本
で
あ
る
。
嘉
慶
ニ
年 

修
葉
は
、
魏

書

(
伝一

一

九
第
九
葉
)
、
宋

史

(
伝
一
二
ニ
第
一
一
葉
)
、
元

史

(
紀

三
五
第
ニ
7

ニ
ニ
葉
)
に
ぁ
り
、

い

ず

れ

も

「
上
元
訓
導
毛
藻 

捐
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
管
見
の
限
り
で
は
も
っ
と
も
新
し
い
補
刻
で
あ
っ
て
、
嘉
慶
ー 

◦
年

(
一
八
〇
五
)
に
こ
れ
ら
の
版
木
が
焼
失
し
、
南
監
二
十
一
史
は
そ 

の
幕
を
閉

じ

る
の
で
あ
る
。
清
代
後
半
の
江
寧
府
志
の
類
に
は
ほ
ぼ
す
ベ 

て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
李
宗
羲
等
編
同
治
一
三
年
序
刊
の
上
元
江
寧 

両

県

志

(
二
八
巻
一
二
冊
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
よ
る
)
卷

八

考

学

校 

に
も
つ
と
も
詳

し

く

(
文

爾

堂

)

堂

後

為

尊

経

1

1 ?
1±
1
ー
藤
志
| ^
触

。

2¥ ?
|0

| 1
京

顏 

講
肖
|

|

^

3

\

嘉

慶

十

年

适

^

尊
経
|
.
於
火
、
各
書
板 

及
呉
天
雨
紀
功
碑
燼
焉
。

と

あ

る

も

の

で

あ

る

。

嘉
靖
二
十
一
史
が
発
足
し
て
ニ
七
◦
余
年
、
万
暦
刊
本
の
も
っ
と
も
遅 

い
宋
書
な
ど
で
ニ
ー
◦
年
の
年
月
を
、
補
修
を
繰
返
し
つ
つ
印
行
さ
れ
て 

き
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
に
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
最
後
ま
で
原
刻
葉
が
残 

っ
て
い
る
か
ら
、
明
初
刊
の
宋
史
•
元
史
は
四
ニ
〇
年
前
後
、
元
刊
の
晋 

書

.
唐
書
は
五
〇
〇
年
も
の
間
、
刷
ら
れ
つ
づ
け
て
き
て
、

つ
い
に
命
脈 

を
絶
つ
た
と
い
う
こ

と

で
あ
る
。
そ
の
寿
命
の
長
さ
に
驚

く

と

と

も

に

、 

た
び
た
び
の
大
き
な
補
刻
の
際
の
序
跋
に
常
に
漫摁

が
著
し
い
と

い

わ

れ
 

て
い
た
よ
う
に
、
文
面
が
汚
れ
て
読
み
づ
ら
い
二
十
一
史
を
、
明
末
か
ら 

清
に
か
け
て
の
士
人
た
ち
は
努
力
し
て
読
み
ふ
け
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

万
暦
中
か
ら
北
京
国
子
監
で
も
二
十
一
史
が
刊
行
さ
れ
、
明
末
の
崇
禎 

中
か
ら
は
汲
古
閣
十
七
史
が
刊
刻
さ
れ
、
と
く
に
後
者
は
相
当
に
流
布
し 

た
よ
う
で
あ
る
が
、
原
刻
本
の
伝
存
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
か
ら
、
汲
古



閣
本
が
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
む
し
ろ
南
監
本
が
滅
び
て
か
ら
と
思
わ
れ 

る
。

明
清
の
士
人
に
歴
代
の
歴
史
知
識
を
与
え
た
の
は
こ
の
南
監
本
二
十 

一
史
で
あ
っ
た
と
し
て
、

あ
な
が
ち
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

北

監

二

十

一

史

北
京
国
子
監
は
、
永

楽

帝

の

即

位

の

翌

年

(
永

楽

元

年

.

一
四
〇

三
) 

二

月

庚

戌

に

設

け

ら

れ

た

(
明

太

宗

実

録

巻

一

七

.
明

史
選
挙
志
)
。

南

監

で

万

暦

二

十

一

史
の
編
成
が
終
盤
に
か
か
っ
た
こ
ろ
、
呼
応
す
る 

よ
う
に
北
監
で
も
二
十
一
史
を
刊
刻
し
た
。

版

心

の

刊

年

が

、
後

漢

書

.
 

唐

書

の

ニ

ニ

年

(
一
五
九
四
)

に
始
っ
て
、
北

斉

書

.
金
史
の
三
四
年
に 

終
る
か
ら
、
前

後

一

五
年
ほ
ど
を
要
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
十
一
史
各
史
の
刊
行
の
順
序
は
不
同
の
よ
う
で
あ
り
、
史

記

に
も

最
 

初
に
完
成
さ
れ
た
ら
し
い
唐

書

に

も
ま
っ
た
く

序

跋

の

類

が
な

く

、
い
っ 

さ
い
の
経
緯
を
示
さ
な
い
が
、
版

心

上

象

鼻

の

右

半

に

す

べ

て

「
万
暦
ニ 

十

三
年
刊
」

の
よ
う
に
刊
年
が
入
っ
て
お
り
、

ま

た

巻

頭

の

首

題

と

撰

.
 

注

者

の
銜
名
の
次
行
に
、
校

刊

に

当

っ

た

国

子

監

祭

酒

•
司
業
ら
の
官
銜 

が

掲

げ

ら

れ

て
い

る

か

ら

、
各
史
の
刊

年

と

担

当

者

と

は

ほ

ぼ
わ

か

る

。 

こ
こ
に
奉
勅
重
校
刊
と
あ

る

か

ら
詔
動
が
下
っ
て
開
始
さ
れ
た
事
業
で
あ 

る

が

、
神
宗
実
録
に
そ
れ
が
み
え
な
い
。
と

も

か

く

、

こ

の二
十
一
史
の 

刊

年

と

祭

酒

ら

を

表

示

す
る

。

刊

年

が

数

年

に
わ
た
る
も
の
も
採
っ
た
が
、

主
た
る
も
の
の
ほ
か
は 

小
字
と
し
た
。

祭

酒

.
司

業

の

欄

の

右

肩

小

字

の

暫

.
暑

.
管

は

、

そ
れ
ぞ
れ 

暫

掌

国

子

監

事

.
署

国

子

監

事

•
管

国

子

監

司

業

事

で

あ

る

。

途

中

交

替

の
場
合
の
後
任
者
は
備
考
欄
に
掲
げ
た
。

史

記
 

前
漢
書 

後
漢
書 

三
国
志

晋

書
 

宋

書
 

南
斉
書 

梁

書
 

陳

書
 

魏

書
 

北
斉
書 

周

書
 

隋

書
 

南

史
 

北

史
 

唐

書
 

五
代
史 

宋

史
 

遼

史
 

金

史

万
暦
年
刊
62

4
 

5
 

2 

2

2
 

3
 

4
 

2 

2 

2

8242

4
 

6
 

7
 

2 

2
 

2

333333

4
 

5
 

2 

2

3
 

4
 

3
 

3

1A 

0
0

3
 

3
 

3

62

o 

1

3
 

3

6
 

7
 

9
 

2 

2
 

2

2
 

3
 

2 

28227
4
 
3

3
 

4
 

3
 

3

祭
酒

劉
応
秋

劉
応
秋

李
廷
機

敖
文
禎

方
従
哲

蕭
雲
挙

蕭
雲
挙

署李
騰
芳 

李
廷
機 

轉
騰
芳 

蕭
雲
挙 

劉
応
秋 

楊
道
賓 

方
従
哲 

蕭
良
有 

r

梢 

4
5

従
哲 

狀
S

署李
騰
芳

備 

考

卷

101
以

下

祭

酒

方

従

哲
 

卷

83
以

下

司

業

楊

道

賓

呉

書1

_
司
業
事
周
如
砥

司
業

楊
道
賓

方
従
哲

方
従
哲

管黄
汝
良

方
従
哲

管黄
汝
良

管李
騰
芳

管李
騰
芳

方

従

哲

卷

95
以

下

祭

酒

劉

応

秋

李
騰
芳

楊
道
寘
卷

71
以
下
祭
酒
方
従
哲

枚
目

萧

雲
挙
卷

41

以
下
餘
司
麵
書
職

$ | 

黄
汝
良 

葉
向
高

t

汝

良

卷

71
以
下
輕
&

^

5 1 

r

良



管
：
；

卷

51
以
下
|
司類事

1|酿

卷
3
»
下

:|1
酒
：
蕭
噴
弟

元

史

29
30
楊
道
賓
蕭
雲
挙

管

司

桊

事

周

妣

*

北

監

二

十

一

史

は

こ

の

よ

う

に一

〇
数

年

を

要

し

て

成

り

、
版
心
の
刊 

年

や

首

題

に

つ

づ

く

祭

酒

等

の

銜

名

は

そ

れ

ぞ

れ

に

異

る

が

、

行

格

•
字 

様

等

を

ほ

ぼ

統

一

し

て

い

る

。
史

記

に

し

て

も

、

諸

序

を

史

記

索

隠

序

.
 

史

記

索

隠

後

序

.
補

史

記

序

.
史

記

集

解

序

の

順

に

並

べ

る

が

、

丁
付
を 

通

し

て

い

る

か

ら

順

序

の

変

化

は

生

じ

な

い

。

首

題

は
大
題
を
上
に
し
、
 

版

心

に

も

す

ベ

て

そ

の

卷

次

を

用

い

て

、

志
伝
に
お
い
て
も
通
巻
数
だ
け 

が

示

さ

れ

る

。

た

だ

後

漢

書

の

場

合

、
続
漢
志
を
紀
と
伝
の
中
間
に
入
れ 

て
巻
次
を
通
算
し
た
の
で
、
列

伝

の

巻

次

が

従

来

の

も
の
と
異

る

こ
と
に 

な
り
、
殿
版
が
こ
れ

に

倣

っ

た

の

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、
首

題

と

そ

の

次

行

以

後

の

撰

者

.
校

刊

の

祭

酒

等

の

名

は
、
史

記

を

例

に

と
る
と
次

の

よ

う

に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

r

史
記
卷
一 

五
帝
本
紀
第
一

漢太史令龍門司馬遷撰 

宋
中
郎
外
兵
参
軍
河
東
裴
驅
集
解

唐
国
子
博
士
弘
文
学

士

河

内

司

馬

貞

索

隠 

唐
諸
王
侍
読
率
府
長
史
張
守
節
正
義

皇
明
朝
列
大
夫
国
子

監

祭

酒

臣

劉

応

秋 

承
直
郎
国
子
監
司
業
臣
楊
道
賓
等
奉

勅
重
校
刊 

」

行

格

等

は

、

同
じ
く
史

記

の

首

葉

で

は

、

左

右

双

辺

(
ニ
ー
.九

X

一
 

四

.
一
一

r
)
、

毎

半

葉

一

〇
行

.
行

ニ

ー

字

•
注

文

小

字

双

行

、
版
心
は
白 

ロ
で
、

上

象

鼻

の

右

半

に

「
万
暦
二
十
六
年
刊
」

の
よ
う
に
刊
記
を
、

題 

を

r

史
記
卷

一

本

紀

(葉
次
)」
の
よ
う
に
刻
す
。
尾
題
は

r

史
記

卷

ー

百

三

十

終

」
。

北

監

本

が
底
本
と
し
た
の
は
南
監
本
で
あ
っ
て
、
史
記
は
そ
の
な
か
で 

も
嘉
靖
版
に
拠
り
、

他

は

両

漢

書

.
遼
金
史
の
嘉
靖
版
、
晋
唐
書
の
元
刊 

本

を

含

め

た

万
暦
版
を
用
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
前
述
の
嘉
靖
版
の
三
史 

の
注
の删

略
は
、

ほ
ぼ
北
監
本
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。

当

時

、

と
く
に 

北

京

で
は
よ
り
以
上
に
善
本
を
得
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

と
も
か
く 

も
南
監
で
校
訂
を
経
て
二
十
一
史
を
刊
刻
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

し
か
も 

そ
の
当
事
者
が
北
監
に
転
じ
て
再
び
事
業
に
当
っ
て
も
い
る
。

劉

応

秋

は

一

六~

一
九
年
に
南
京
で
司
業
と
し
て
北
史
を
刊
行
し
、
北 

京
で
は
ニ
四
年
に
祭
酒
と
し
て
前
漢
書
、

ニ
六
年
に
は
史
記
を
担
当
し
て 

い
る
か
ら
、

お
そ
ら
く
南
監
で
の
経
験
を
生
か
し
て
ニ
ニ
年
ご
ろ
に
始
る 

北
監
二
十
一
史
の
刊
行
に
当
初
か
ら
参
画
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

黄
汝 

良

は

南

監

で

は

祭

酒

馮

夢

損

を

助

け

て

ニ

四

年

ご

ろ

史

記

•
三

国

志

•
魏 

書

を

出

し

、

こ
の
事
業
に
積
極
的
に
働
い
た
が
、
北
監
に
管
司
業
事
と
な 

っ

て

宋

書

.
北

史

.
宋

史

•
三

国

志

.
五
代
史
を
手
が
け
て
い
る
。

そ
れ 

が

ニ

六
〜
二
八
年
と
劉
応
秋
を
次
ぐ
時
期
で
あ
っ
て
、
北
監
本
へ
の
両
名 

の
貢
献
は
少
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

北

監

本

の
伝
存
は
南
監
本
よ
り
か
な
り
少
い
が
、

そ

の

大

半

が

二

十一  

史

と
し
て
揃

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

「
史

記

」

以
下
の
各
史
別
な 

が

ら
ほ
と
ん
ど
共
通
の
形
式
の
、

あ

る

い

は

「
二

十I

史

」

の
多
く
は
薄 

水

色

の
印
刷
題
簽
を
粘
り
、

な
か
に
は
表
紙
と
と
も
に
後
補
の
も
の
も
あ 

る
が
、

だ
い
た
い
は
二
十
一
史
そ
れ
ぞ
れ
に
同
時
に
印
行
さ
れ
て
い
る
よ 

う
で
あ
る
。
反

面

、

こ
れ
ら
の
題
簽
は
そ
れ
ぞ
れ
数
種
が
あ
り
、

目
録
題



簽
を
付
す

も

の

も

あ

っ

て

、

二
十
一
史
が
何
回
に
も
わ
た
っ
て
刷
ら
れ
た 

こ
と
を
示
す
。

し
か
し
、

五
〇

〇

冊

前
後
に
も
及
ぶ
一
大
叢
書
な
だ
け
に
、
当
初
か
ら 

の

全

史

全

巻

を

完

全

に

備

え

る

も

の

は

珍

し

く

、

一
部
に
欠
卷
.
補
写 

巻

.
南

監

本

等

の

別

本

を

補

配

す

る

巻

を

含

む

の

が

普

通

で

あ

る

。

ま 

た
、

明
清
人
の
蔵
書
印
が
ほ
と
ん
ど
捺
さ
れ
て
い
ず
、
訓
点
な
ど
の
書
入 

れ
も
尊
経
閣
本
の
前
半
を
除
く
と
稀
で
、
南
監
本
に
較
べ
る
と
あ
ま
り
尊 

重

さ

れ

な

か

っ

た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

内

閣

文

庫

蔵

で

い

ま

は

各

史

ご

と

に

分

た

れ

て

い

る

が

昌

平

坂

学

問 

所

•
浅

草

文

庫

.
慶

応

こ

丑
の
諸
印
の
捺
さ
れ
た
本
が
、

五
代
史
と
晋
書 

の
一
部
を
欠
い
て
存
四
九
〇

冊
な
が
ら
、

や
や
早
い
時
期
の
印
と
思
わ
れ 

る
。
宮
内
庁
書
陵
部
の
完
本
五
三
九
冊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
大 

木

文

庫

の

四

八

三

冊

(
欠

三

国

志

.
陳

書

.
五
代
史
、

そ
の
他
に
も
有
欠 

巻

)
、

尊

経

閣

文

庫

の

三

一

九

冊

(
有

補

写

.
南

監

本

補

配

)
、
東
洋
文
庫 

の

五

六

一

冊

(
有

補

写

.
南

監
本
補
配
)

は

わ

ず

か

に

後

印

本

で

あ

ろ 

ぅ
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
四
三
〇

冊
も
同
様
だ
が
、
後

漢

書

*
 

陳

書

•
南

史

.
北
史
が
康
熙
修
本
で
あ
る
。

冊
数
が
多
い
だ
け
に
、

ほ
と 

ん

ど

補

写

.
別

印

.
別

修

.
別
版
な
ど
数
種
を
寄
せ
て
い
る
の
も
や
む
を 

え
な
い
。

と
く
に
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
は
、

い
ま
は
各
史
ご
と
に
離
れ
た
形
で
収
め 

ら
れ
る
が
、
毎

冊

首

に

「
帰

安

陸
氏
守
先
/

閣
書
籍
禀
請
\
奏
定
立
案
帰 

公
/

不
得
盗
賣
盗
買
」
印

(
ニ
行
と
四
行
の
二
種
)
が
捺
さ
れ
て
い
る
か 

ら
、
陸

心

源

旧

蔵
時
の
二
十
一
史
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
現
在
は
宋
史
を
欠 

い
て
計
四
〇
〇
冊

、
数

種

の

北

監

本

を

寄

せ
あ
つ
め
て
揃
え
た
も
の
で
、

原

刻

本

•
崇

禎

修

本

.
康
熙
修
本
が
入
混
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、

史 

記

.
後

漢

書

•
隋

書

•
遼

史

.
金

史

.
元

史

に

は

「
提
督
順
天
等
\

府
学 

政

関

坊

」

の
漢
満
両
文
の
大
型
印
な
ど
の
三
印
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
が
捺 

さ
れ
た
葉
が
崇
補
修
で
あ
る
場
合
が
少
く
な
く
、

こ
の
と
き
す
で
に
原
刻 

本

で

二

十

.一
史
を
摘
え
る
こ
と
が
必
ず
し
も
容
易
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、 

一
部
に
崇
禎
修
本
を
配
補
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し 

て
さ
ら
に
清
の
後
期
ご
ろ
に
過
半
が
欠
け
た
あ
と
、
残
っ
た
こ
の
本
の
六 

史

を

基

本

と

し

て
い
ろ
い
ろ
取
合
わ
さ
れ
た
ら
し
く
、

「
太

原

趙

瑾

」
「
陳 

印

国

猷

」

ほ
か
の
諸
印
の
あ
る
も
の
な
ど
五
、
六
種
の
本
を
混
え
て
い
て
、
 

と

り

わ

け

陳

書

の

全

四

冊

と

三

国

志

*
魏

書

.
元
史
の
一
部
に
は
康
熙
修 

本

が
補
わ
れ
て
い
る
。
北

監

本
の
補
刻
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
が
、
崇 

禎

•
康
熙
の
二
度
の
そ
れ
は
二
十
一
史
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
も 

の
で
、
部

分

の
補
刻
は
な
か
っ
た
か
ら
、

こ
れ
ら
の
大
半
は
巻
単
位
で
欠 

巻

に

補
配
さ
れ
て
い
る
。

異

例

な
の
は
、
後
漢
書
の
巻
三
第
一
葉
の
補
写 

で
、
そ

の

版

心

上

象

鼻

に

「
日
本
寛
政
七
年
補
」

と
記
さ
れ
、

か
つ
、

そ 

の
葉
の
右
上
方
に
陸
氏
の
印
が
擦
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
康 

熙
修
本
は
、

こ
れ
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
版
心
の
万
暦
の
刊
年
を
す
べ
て 

削

り

お
と
し
て
、
各

巻

の

第

一

葉

だ

けr

康
熙
二
十
五
年
修
」

と
彫
り
な 

お
す
の
で
あ
る
が
、

こ
の
本
の
康
熙
修
本
は
そ
れ
を
切
取
っ
て
裏
に
紙
を 

あ
て
が
い
、
第

二

葉

以

下

の

白

紙

の

分

も

含

め

て

全

葉

の

そ

の

と

こ

ろ 

に
、

三

国

志

は

「
万
暦
二
十
四
年
刊
」
、

陳

書

と

元

史

は

「
万
暦
三
十
年 

刊

」
、
魏

書

は

「
万
暦
三
十
年
刊
」
と

加

刷

(
押

捺

)
し
て
あ
る
。

お
そ
ら 

く

は

、
書
肆
が
陸
氏
の
と
こ
ろ
へ
納
め
た
と
き
に
加
工
し
た
も
の
で
あ
ろ



こ

れ

ら

北
監
本
の
な
か
で
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
の
田
中
萃
一
郎
文
庫 

の
遼
史
一
二
冊
が
白
眉
で
あ
る
。

三

九

.
一
X
二

ニ

•
八r

の
大
型
本
で
、
 

瑞

鳥

瑞

雲

文

を

織

っ

た

密

W
色

の

絹

地

で

覆

っ

た

厚

い

表

紙

に

、

同
じ
絹 

裂

の

「
遼

史

f
r+
t?
(
第

一

冊

の

も

の

は

欠

)

の
よ
う
な
印
刷
題
簽
と 

細

密

な

目

録

題

簽

(
方

一

六

•
五r

)

が

貼

ら

れ

て

あ

る

。

表
紙
が
頑
丈 

す

ぎ

て

絹

地

だ

け

の

包

背

装

を

壊

し

て

い

る

が

、
綴
じ
め
は
背
か
ら
四
〜 

四

•
五

，

r

も

の

深

い

と

こ

ろ

に

三

箇

所

あ

る

。

料

紙

は
白
い
開
化
紙
で
、 

刷

り

も

新

し

い

。

お

そ
ら
く
、
初

印

の

特

製

本

で

、
内
府
に
献
上
さ
れ
た 

か
そ
れ
に
準

ず

る

も

の

で

あ

ろ

う

。

第
一
冊
首
の
進
遼
史
表
の
首
半
葉
が 

失

わ

れ

、
補

写

さ

れ

て

い

る

。

つ
い
で
、
神

田

喜

一

郎

氏

蔵

の

晋

書

八

◦

冊
が
あ
る
。

装
訂
は
一
般
の 

も

の

と

さ

ほ

ど

変

ら

な

い

が

、

や
は
り
白

紙

で

初

印

本

と

思

わ

れ

、
冊
数 

が

他

の

晋

書

は

せ

い

ぜ

い

三

四

冊

な

の

が

八

〇

冊

に

な

る

ほ

ど

に

、

す
こ 

ぶ

る

厚

手

の

奉

書

紙
の
よ
う
な
料
紙
に
鮮
や
か
に
刷
ら
れ
て
い
る
。

北

京

国

子

監

刊

二

十

一

史

は

、

明

末

の

崇

棟

六

年

(
一
六
三
三
)

と
清 

の

康

熙

ニ

五

年

(
一
六
八
六
)

の
二
度
に
、

全
史
全
巻
が
一
括
し
て
補
修 

さ
れ
た
。

た
だ
し
、
仔

細

な

検

討

は

い

ま

だ

に

怠

っ

て

い

る

が

、

一
通
り 

見

た

と

こ

ろ

で

は

、

後

の

康
熙
修
本
で
も
本
文
の
漫
漶
は
甚
し
い
と
い
う 

ほ

ど

の
こ

と

で

は

な

く

、

本

文

を

補

刻

し

た
と

こ

ろ

は

発
見
で
き
な
か
っ 

た
。

た
だ
、

毎

巻

頭

を

い

さ

さ

か

雕

り

な

お

し

、
冒
頭
に
上
進
表
を
付
け 

加
え
て
い

る

も

の

で

あ

る

。

崇

損

六

年

の

補

刻

本

に

は

、

ま
ず
史
記
の
冒
頭
に
そ
の
上
進
表
が
あ
つ 

て
一
一
葉

に

及

ぶ

が

、

そ

れ

は

「
国
子
監
祭
酒
呉
士
元
等
/

欽
奉
/

聖
旨

拠

奏

書

板
修
補
已
完
具
見
/

勤

恪

者

該

衙

門

刷

印

装

^
\
進
\

覧
謹
奉\

 

表
上
/

進

者

…
…
」

に
は
じ
ま
り
、

「
祟
禎
六
年
十
一
月
二
十
九
日
/
奉 

\

聖

旨

覧
進
二
十
一
史
具
見
悃
忱
/

該
部
知
道

欽

此

」

と
結
ぶ
も
の
で
あ

る
。各

巻

の

首

題

と

そ

れ

に

続

く

撰

■
注
者
名
の
次

行

に

は

、
原
刻
本
で
は 

校

刊

の

祭

酒

や

司

業

ら

の
官
銜
が
各
一
行
を
と
っ
て
い
た
が
、
崇
禎
修
で 

は
こ
こ
を
雕
り
な
お
し
、

こ
れ
を
小
字
双
行
に
書
っ
て
半
分
に
縮
め
た
あ 

と
へ
、

こ
の
と
き
の
祭
酒
呉
士
元
と
司
業
黄
錦
の
奉
旨
重
修
の
官
銜
を
や 

は
り
小
字
で
は
め
こ
む
の
で
あ
る
。

文
章
で
は
わ
か
り
に
く
い
か
ら
、
先 

に
原
刻
の
と
こ
ろ
で
掲
げ
た
史
記
の
巻
頭
を
対
比
し
て
挙
げ
る
。 

r

史
記
卷
一 

五
帝
本
紀
第
一

漠太史令龍門司馬遷撰
宋
中
郎
外
兵
参
軍
河
東
裴
翩
集
解

唐

国

子

博

士

弘

文

学

士

河

内

司

馬

貞

索

隠

唐
諸
王
侍
読
率
府
長
史
張
守
節
正
義

皇

明

朝

列

大

夫

国

子

監

祭

酒

臣

劉

応

秋 

承
直
郎
国
子
監
司
業
臣
楊
道
賓
等
奉

勅
重
較
刊

皇

明

朝

列

大

夫

国

子

監

祭

酒

臣

呉

士

元

承
直
郎
司
業
仍
加
一
級
臣
黄 

錦
等
奉

旨
重
修 

」

各

史

ご

と

に

首

題

•
撰

注

者

•
万
暦
原
刻
の
祭
酒
と
司
業
が
異
る
の
は 

当
然
で
あ

る

が

、

小
字
の
末
四
行
は
二
十
一
史
の
全
巻
に
共
通
す
る
。
版 

心
上
象
鼻
の
刊
年
は
す
べ
て
原
刻
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
右
の
祭
酒
呉
士
元 

と
司
業
黄
錦
の
奉
旨
重
修
の
官
銜
が
全
巻
に
あ
る
か
ら
、
崇
禎
六
年
の
補 

刻
は
こ
の
部
分
だ
け
は
二
十
一
史
に
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。



こ
の
場
合
、

万
暦
の
原
刻
の
校
刊
者
の
祭
酒
や
司
業
の
名
は
、
崇
禎
の 

両
名
の
欄
を
作
る
た
め
に
大
字
単
行
で
あ
っ
た
も
の
を
削
っ
て
小
字
双
行 

に
雕
り
な
お
さ
れ
る
が
、

表

に

明

ら

か

な

よ

う

に

原

刻

時

の

祭

酒

•
司
業 

は
多
い
か
ら
混
同
し
、
南

史
卷
四
四
に
は
こ
の
本
と
無
関
係
の
祭
酒
方
従 

哲

.
司
業
黄
汝
良
の
名
に
誤
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
北
監
本
は
ふ
し
ぎ
な
こ 

と
に
原
刻
の
後
印
本
か
ら
本
文
は
き
れ
い
な
の
に
こ
の
官
銜
の
部
分
だ
け 

に
漫
漶
が
め
だ
ち
は
じ
め
、
結

局

、

次

の

康

熙

修

で

も
こ
こ
だ
け
修
補
、 

と
い
う
よ
り
彫
り
な
お
し
て
終
る
の
で
あ
る
。

内

閣

文

庫

蔵

の
旧
高
野
山
釈
伽
文
院
本
は
、
漢
書
の
一
部
と
元
史
を
欠 

い
て
四
七〇

冊
、
北

史

の

一

部

に

原

匆

本

を

混

え

て

い

る

よ

う

で

あ

る 

が

、
崇
梢
修
の
二
十
一
史
と
し
て
き
わ
め
て
数
少
い
も
の
で
あ
る
。

次

で

、
清

の

康

熙

ニ

五

年

(
一
六
八
六
)

に
至
っ
て
、

再
び
同
じ
よ
う 

な
補
修
が
行
わ
れ
た
。

巻
頭
に
近
い
三
行
の
前
回
の
崇
禎
の
と
き
に
彫
り 

な
お
さ
れ
た
万
暦
と
崇
摘
の
祭
酒
と
司
業
の
官
銜
が
、
各
史
の
全
巻
に
わ 

た
っ
て
す
べ
て

削
り
と
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
各

史
と

も

目
録

首
と
卷
一
首 

な
ど
冒
頭
だ
け
次
の
よ
う
に
改
め
、
他
の
大
半
の
巻
首
は
三
行
を
空
行
の 

ま
ま
に
残
し
て
あ
る
。

r

康
熙
二
十
五
年
国
子
監
祭
酒
臣
常
錫
布
祭
酒
加
一
級
臣
翁
叔
元
司
業 

臣
宋
古
渾

司
業
加
ー
級
臣
達
鼐
司
業
臣
彭
定
求
学
正
臣
王
黙
典
籍
臣
程
大
畢
奉 

旨
重
校
修 

」 

し
か
し
、
例

え

ば

漢

書

は

、
漢
書
叙
例
の
首
は
崇
禎
修
の
も
の
を
そ
の 

ま
ま
残
し
、

目
録
首
は
右
の
よ
う
に
改
め
、
卷
一
首
か
ら
は
三
行
空
行
と

い
う
不
統
一
、

不
徹
底
で
あ
る
。

ま
た
、
版
心
上
象
鼻
の
万
暦

の

刊

記

も

す

ベ

て

削

り

、
毎
巻
の
首
葉
に 

だ

け

r

康

熙

二

十

五

年

重

修

」

の
八
字
に
代
え
て
い
る
。
第
二
葉
以
後
は 

ま
っ
た
く
白
ロ
に
な
る
が
、

た
だ
し
こ
れ
も
杜
撰
で
、

稀
に
万
暦
の
年
記 

が
残
さ
れ

て

い

る

。

内

閣

文

庫

に

二

十

一

史

五

〇

〇

冊
が
あ
る
。

な
お
、

王

重

民

史

記

板

本

和

参

考

書

に

、

「
其

版

康
熙
間
修
補
一
過
、
 

至

今

猶

存

」

と

あ

る

(
図

書

館

学

季

刊

一
—

四

一

九

二

六

年

)
。

史

記

三

本

の

注

に

つ

い

て

前
述
の
南
監
二
十
一
史
の
う
ち
、
晋
書
や
唐
書
は
一
貫
し
て
元
刊
本
が 

用
い
ら
れ
て
遂
に
新
雕
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
史
記
は
嘉
靖
九 

年

、

万
暦
三
年
、

同
ニ
四
年
と
実
に
三
度
も
改
版
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
集 

解

.
索

隠

.
正
義
の
三
注
合
刻
本
で
あ
る
が
、

い
か
に
史
記
は
需
要
が
多 

い
と
は
い
え
、

こ
の
よ
う
に
雕
り
な
お
さ
れ
た
の
は
三
家
の
注
に
問
題
が 

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

三
注
合
刻
本
は
現
存
本
に
見
る
か
ぎ
り
で
は
南
宋
慶
元
中
の
黄
善
夫
本 

に
始
る
が
、

こ
れ
に
較
べ
る
と
南
監
の
史
記
は
三
本
と
も
大
量
の删

略
が 

あ
り
、
と
り
わ
け
第
二
の
万
暦
三
年
版
に
そ
れ
が
甚
し
い
。
当
初
は
別

 々

に
施
さ
れ
た
三
注
を
合
わ
せ
れ
ば
、

重
複
、
煩
雑
の
箇
所
が
出
る
の
は
当 

然

で

、
黄
善
夫
本
に
す
で
に
正
義
の
省
略
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る 

が

、

ま
た
集

解
と
同

文

ら

し

い

と

こ

ろ

に

「
索

隠

註

同

」
と
書
か
れ
る
場 

合

が
あ
る
が
、
南
監
本
は
い
ず
れ
も
こ
れ
を
大
胆
に
押
し
進
め
た
も
の
で 

あ
る
。



ま
ず
、
嘉
靖
版
は
南
雍
志
経
籍
考
に
あ
っ
た
よ
う
に
嘉
靖
七
年
の
沈
麟 

の
奏
上
か
ら
端
を
発
し
、
祭
酒
張
邦
奇
.
司
業
江
汝
璧
ら
が
両
漢
書
と
も 

担
当
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
こ
の
本
の
た
め
の
序
跋
が
な
く
て
、
そ 

の
目
的
や
基
準
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
史
記
集
解
序
.
史
記
索
隠
序
•
史 

記
索
隠
後
序
•
補
史
記
序
.
史
記
正
義
序
.
史
記
正
義
論
例
諡
法
解
列
国 

分
野
の
史
記
諸
序
は
三
本
に
す
べ
て
あ
り
、
こ
の
本
と
万
暦
ニ
四
年
版
に 

は
省
略
が
な
い
が
、
万
暦
三
年
版
は
集
解
序
の
索
隠
.
正
義
を
す
べ
て
略 

し
て
し
ま
う
。

史
記
の
正
文
に
つ
い
て
は
ま
だ
詳
密
に
検
し
て
い
な
い
が
、
か
ね
て
南 

監
本
は
あ
ま
り
評
価
を
え
て
お
ら
ず
、
毎
巻
末
に
祭
酒
馮
夢
禎
の
校
記
を 

付
す
三
国
志
で
さ
え
、
宋
元
刊
本
に
較
べ
て
か
な
り
劣
っ
て
い
た
こ
と
か 

ら

も

(
？
,

ー

1 |
1 !
| 8
; 1
)
、

ぁ

る

程

度

そ

れ

は

類

推

さ

れ

る

。

賀

次
 

君

史

記

書

録

は

、
第
一
の
嘉
靖
版
に
つ
い
て
は
本
文
に
触
れ
な
い
が
、
 

万
暦
三
年
版
が
と
く
に
劣
る
こ
と
を
北
監
本
の
項
で
例
示
し
(
頁
一
七
四 

i五
)
、

万
暦
ニ
四
年
版
に
つ
い
て
も
三
五
ほ
ど
の
誤
脱
例
を
指
摘
し
て 

い

る

(
頁
一
七
ニ
〜
三
)
。

結
論
は
必
ず
し
も
明
快
で
は
な
い
が
、

万
暦 

三
年
版
よ
り
は
善
い
も
の
の
、
万
暦
ニ
四
年
版
と
北
監
本
に
も
な
お
誤
脱 

が
少
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
注
に
い
た
っ
て
は
、
張
元
済
が
校
史
随
筆
に
監
本
大删

三
家
注 

と
題
し
て
い
う
よ
う
に
、
従
来
の
三
注
合
刻
本
か
ら
大
量
の
条
の删

略
を 

行
っ
た
の
で
あ
る
。

以
監
本
校
黄
善
夫
本
、
集
解
全删

者
四
百
九
十
九
条
、
節删

者
三
十 

五
条
、
索
隠
全删

者
六
百
一
十
三
条
、
節删

者
ー
百
二
十
ニ
条
、
以 

正
義
為
尤
多
、
全删

八
百
三
十
七
条
、
節删

一
百
五
十
七
条
。

こ
れ
を
合
わ
せ
る
と
、
全删

一
九
四
九
、
節删

三
一
四
、
計
ニ
ニ
六
三 

条
と
な
る
。
事
実
、
巻
一
の
五
帝
本
紀
だ
け
を
と
っ
て
も
、
校
点
本
の
注 

の
番
号
を
寄
せ
る
と
三
ニ
四
あ
る
が
、
こ
れ
は
黄
善
夫
本
以
来
の
元
明
刊 

本
の
三
注
と
わ
ず
か
に
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
百
衲
本
の
黄
善
夫
本 

に
よ
っ
て
三
注
別
に
数
え
る
と
四
七
五
条
と
な
り
、
そ
の
ぅ
ち
全删

九
五 

条
、
節删

ニ
◦
条
で
、
ほ
ぼ
四
分
の
一
を
略
し
て
い
る
。
内
容
の
重
複
す 

る
も
の
を
省
く
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
域
を
は
る
か
に
越
え
る
数 

で
あ
る
の
に
、删

略
の
意
図
や
規
準
は
、
南
雍
志
にr

学
深
く
し
て
才 

裕
か
」
と
い
ぅ
張
邦
奇
ら
の
序
跋
も
な
く
て
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
そ
れ
で
い
て
、
黄
善
夫
本
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
五
帝
本
紀 

巻
尾
の
太
史
公
日
の
「
孔
子
所
伝
宰
予
問
五
帝
徳
及
帝
繫
姓
」

の
正
義

こ
’、

(前
略
)

五
帝
徳
及
帝
繫
姓
皆
大
戴
礼
文
及
孔
子
家
語
篇
名
漢
儒
者
以 

ニ
書
非
経
恐
不
是
聖
人
之
言
故
或
不
伝
学
也 

と
あ
り
、
続

く

「
儒
者
或
不
伝
」
の
索
攝
が
す
で
に
、

五
帝
徳
帝
繫
姓
皆
大
戴
礼
及
孔
子
家
語
篇
名
以
二
者
皆
非
正
経
故
漢 

時
儒
者
以
為
非
聖
人
之
言
故
多
不
伝
学
也 

と
注
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
重
複
す
る
の
を
.省
か
な
い
。
こ
れ
は
、
武
英 

殿
版
か
ら
先
掲
の
正
義
が
削
ら
れ
て
、
整
っ
た
形
で
校
点
本
に
至
っ
て
い 

る
。
因
み
に
南
監
本
で
は
、
万
暦
三
年
版
は
こ
の
両
注
と
も
き
れ
い
に
取 

去
り
、
同
ニ
因
年
版
は
無
批
判
に
も
こ
の
通
り
復
活
さ
れ
て
い
る
。

南
雍
志
は
こ
の
史
記
の
成
立
直
後
の
南
監
所
蔵
二
十
一
史
を
列
挙
し
、
 

こ
の
本
を
大
字
と
し
て
、
他
に
中
字
と
小
字
の
ニ
本
の
あ
る
こ
と
を
記
し 

て
い
た
が
、
大
字
本
の
刊
刻
に
際
し
て
所
蔵
の
ニ
本
に
依
拠
し
た
で
あ
ろ



う
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
字
本
は
集
慶
路 

儒
学
梓
と
あ
る
か
ら
、
元
大
徳
九
年
饒
州
路
儒
学
刊
の
ー
〇
行
ニ
ニ
字
本 

と
み
ら
れ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
現
存
本
が
確
認
さ
れ
ず
、
し
か
も
集
解 

と
索
隠
の
ニ
注
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
考
慮
の
対
象
に 

な
^
\
に
く
い
。
ま
た
、
小
字
本
と
い
う
の
が
具
体
的
に
ど
の
本
を
指
す
か 

も
特
定
で
き
な
い
。

現
存
本
か
ら
い
え
ば
、
三
注
本
と
し
て
南
宋
黄
善
夫
本
(
九
行
一
八
字
)

を
次
ぐ
も
の
と
し
て
は
、
元
の
至
元
ニ
五
年
(
一
二
八
八
)
彭
寅
翁
刊
本

(一

〇
行
ニ
ー
字
)
が
あ
る
。
®
^
!
訪
古
志
以
来
、
こ
の
本
に
も
ま
ま
三

注
に删

略
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
水
沢
利
忠
氏
は
項
羽
.
孝

景

.

孝
武
本
紀
か
ら
そ
の一

〇
例
を
示
し
(
史
記
会
注
考
証
校
補
九
史
記
之

文

献

学

的

研

究

頁一

五
ニ
~
三
)、

賀
次
君
氏
は
周
本
紀
に
実
に
八
三

条
を
挙
げ
て
い
る
(
史

記

書

録

頁

一
一

五
〜
七
)。

し
か
し
、

五
帝
本

記
に
は删
赂

が
皆
無
で
黄
善
夫
本
と
ま
っ
た
く
変
ら
ず
、

一
〇
〇
条
余
を

略
す
南
監
本
と
は
大
き
く
異
る
。
そ
の
上
、
彭
寅
翁
本
に
節
略
さ
れ
た
索

(
9
)

隠

•
正
義
の
一
部
が
逆
に
南
監
本
に
残
っ
て
い
る
例
が
あ
る
か
ら
、
彭
寅 

翁
本
の
三
注
の
刪
略
が
南
監
本
に
連
る
と
い
う
痕
跡
は
み
ら
れ
な
い
の
で 

あ
る
。
ま
た
、
南
監
嘉
靖
版
に
わ
ず
か
に
先
立
っ
て
嘉
靖
四
丄
ハ
年
に
、
 

震
沢
王
延
喆
と
金
台
王
諒
(
柯
維
熊
校
)
が
前
後
し
て
黄
善
夫
本
を
覆
刻
、
 

な
い
し
は
そ
れ
に
準
じ
て
翻
刻
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
そ
の
連
絡
は
な
い
。

た
だ
し
、
節
略
の
多
少
の
差
は
あ
れ
、
黄
善
夫
本
以
来
こ
れ
ら
各
本
の 

三
家
の
注
文
は
い
ず
れ
も
ま
っ
た
く
同
じ
系
統
に
あ
り
、
武
英
殿
版
.
同 

治
九
年
金
陵
書
局
刊
本
か
ら
校
点
本
と
連
る
近
本
と
は
や
や
相
違
す
る
。
 

賀
次
君
説
で
は
、
張
邦
奇
ら
が
古
本
を
求
め
て
礼
部
に
阻
ま
れ
(
日
知

録
)
、
善
本
を
得
ら
れ
な
い
で
坊
本
と
集
解
本
の
正
徳
ー

o年
江
西
白
鹿 

洞
書
院
刊
本
と
に
拠
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
に
、
索

隠

•
正
義
に
脱 

漏
が
多
く
、
校
訂
も
不
精
、
訛
舛
が
甚
し
い
、
と
さ
れ
る
(史
記
書
録 

頁
一
五
〇
)。

し
か
し
、

右
の
よ
う
に
黄
善
夫
本
系
の
三
注
本
に
依
拠
し 

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
彭
寅
翁
本
の
ほ
か
に
先
行
の
三
注删
 

略
本
が
な
い
と
い
う
限
9
で
は
、
張
邦
奇
.
江
汝
璧
ら
が
自
身
の
見
解
に 

よ
っ
て
煩
雑
な
三
注
の
整
理
を
行
っ
た
可
能
性
が
濃
い
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の删

略
が
、
次
の
万
暦
三
年
刊
本
に
い
っ
そ
う
甚
し
く
な 

る
。
裴
絪
の
集
解
序
の
索
隠
•
正
義
が
す
べ
て
削
り
お
と
さ
れ
て
本
文
だ 

け
に
な
り
、
史
記
正
義
論
例
諡
法
解
列
国
分
野
で
も
わ
ず
か
に
双
行
の
注 

が
消
え
、
三
皇
本
紀
の
注
の
一
部
も
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
卷
一
以 

下
の
三
注
が
大
胆
に
さ
ら
に
省
か
れ
、
代
り
に
数
は
少
い
が
宋
元
明
人
の 

評
語
が
挿
入
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
校
訂
者
の
祭
酒
余
有
丁
が
、
論
例 

諡
法
解
列
国
分
野
に
続
け
て
ニ
格
を
低
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

国
学
故
蔵
史
記
久
、
乃
曼
漶
不
可
読
。
余
病
之
、
将
付
梓
人
。
而
尤 

病
昔
人
所
為
伝
註
、

言
人
人
殊
、
不
無
瑕
類
、

且
多
複
語
蕪
辞
、
 

若
邑
里
沿
革
、
氏
爵
異
同
、
音
釈
当
否
、
顓
門
分
路
、
各
自
名
家
、
 

或
乃
離
析
本
文
、
隔
其
篇
什
、
至
使
局
界
莫
弁
、
句
韻
靡
通
。
因
与 

周
先
生
、
各

取一

編
、
手
自
排
纘
、删

繁
剔
冗
、
互
正
睽
違
。
旧
所 

闕
遺
、
輙
更
詳
釈
、
間
刺
経
伝
及
衆
家
往
牒
中
語
、
即
当
代
学
士
大 

夫
所
評
隱
者
、
皆
掇
拾
之
、
而
稍
以
猥
見
続
廁
其
末
。
若
班
馬
相
詭
、
 

并
楮
大
竄
入
、
後
人
謬
増
、
悉
為
条
正
、
不
至
差
爽
、
極
知
謭
薄
、
 

無
根
核
之
深
、
不
能
有
所
発
明
、
董
欲
学
者
伝
訓
故
而
已
。
校
成
部



使

者

劉

君

捐

、
所

部

贖

鍰

若

干

為

梓

直

、

劉
君
名
維
、

通

覧
記
書
、 

t
嗜

竹

素

、

而

諸

学

官
参
対
者
、
得
具
列
左
方
云
。

四
明
余
有
丁
志 

(
監

丞

沈

奎

燦

以

下

一

一

名

の

官

銜

) 

そ

し

て

、
先

に

嘉

靖

版

史

記

は

卷

ー

五

帝

本

紀

の删

略

が

四

七

五

条

中 

全删

九
五
、

節删

ニ

〇

で
あ
っ
た
が
、

こ
の
万
暦
三
年
版
で
は
、

そ
の 

残
り
か
ら
さ
ら
に
全 

一
o
九
条
、
節

一

一

四
条
の
多
き
を
省
い
て
い
る
。 

删

節
の
中
に
は
比
較
的
長
い
文
で
二
箇
所
以
上
に
わ
た
っ
て
省
略
す
る
場 

合

が

あ

る

が

、

そ
れ
は
一
条
と
し
か
数
え
て
い
な
い
。

各
巻
末
の
索
隠
述 

賛

も

す

べ

て

省

略

し

て

い

る

。

こ

れ

で

黄

善

夫

.
彭

寅

翁

本

か

ら

み

れ 

ば
、

三
注
は
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
方
、

楊
慎
の
評
や
書
伝 

な

ど
の
諸
書
を
引
い
て
、
卷

一

で

二

三

条
を
新
た
に
補
う
。

こ
の删

略
は
余
有
丁
が
自
信
の
ほ
ど
を
披
瀝
し
た
と
う
り
で
、

人

名

.
 

地

名

.
音

釈

な

ど

に

つ

い

て

、
各
注
に
い
く
つ
か
の
説
が
提
示
さ
れ
て
い 

る
も
の
を
統
一
的
に
解
釈
し
て
他
を
削
り
、

五
帝
本
紀
で
あ
る
だ
け
に
明 

代
に
す
で
に
伝
説
的
と
み
な

さ

れ

る

よ

う

な

記

事

を

取

り

し

て

い

て

、

一
 

応

の

姿
勢
は
認
め
ら
れ
る
。
先

に

較

べ

て

節删

が

多

い

の

は

こ

の

た

め 

で
、

一
条
の
う
ち
に
も
省
く
べ
き
を
判
断
し
た
態
度
は
十
分
に
窺
え
る
。

し
か
し
、

そ
れ
は
当

時

と

し

て

も

、

ま
た
現
代
か
ら
み
れ
ば
よ
り
い
つ 

そ

う

一

方
的
な
判
断
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

す
で
に
黄
善
夫
本
か
ら
正 

義

の删

略

が

行

わ

れ

て

は

い

る

が

、
巻
頭
の
銜
名
か
ら
し
て
三
注
本
を
明 

記
し
標
榜

す

る

以

上

は

、

こ
の
よ
う
な
甚
し
い删

略
は
慎
ま
れ
る
べ
き
で 

あ
る
。

一
方
、
新

た

な

増

補

の

部

分

は

、

三

代

に

つ

い

て

は

尚

書

•
書

伝

.
書 

疏

•
蔡

沉

伝

•
尚
書
大
伝
と
称
し
て
尚
書
に
関
し
て
引
用
す
る
も
の
が
多

く

、

と
り
わ
け
孔
安
国
伝
が
め
だ
つ
。

そ
の
後
に
は

と
り
た
て
て
引
用
す 

る
書
が
な
く
、

む
し
ろ
史
記
の
他
の
箇
所
の
記
事
、

ま
た
は
漢
書
注
を
援 

用

す

る
の
が
多
い
か
と
い
う
程
度
で
あ
る
。

劉
®
.
柳

宗

元

.
李
善
ら
の 

名

を
挙
げ
て
、

記
事
に
関
連
し
た
作
品
や
そ
の
注
を
示
す
場
合
も
あ
る
。 

そ
し
て
大
半
は
、
当
代
の
学
士
の
評
語
と
余
有
丁
の
按
語
で
あ
る
。
当
代 

の
学
士
の
評
隙
す
る
と

こ
ろ
と
い
っ
て
も
宋
元
明
の
三
代
に
わ
た
り
、
宋 

の

劉

敫

•
呂

祖

謙

.
真

徳

秀

.
劉

辰

翁

.
王
応
麟
、

元
の
呉
澄
、
明
の
楊 

慎

.
帰

有

光

•
唐

順

之

.
董
份
ら
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
楊
慎
の
評 

釈

は

も

っ

と

も

多

く

て

ほ
ぼ
全
巻
に
及
ぶ
。

嘉

靖

ご
ろ
か
ら
、

題

評

.
評
林
の
よ
う
に
、

あ
る
い
は
三
注
の
一
部
を 

省

略

し

、

こ
れ
ら
を
補
入
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
、

そ
の
一
翼 

を
荷
っ
て
い
る
こ
と
が
、
形
式
と
評
者
の
顔
ぶ
れ
と
の
双
方
か
ら
十
分
に 

窺

わ

れ

る

。

し
か
し
、

こ
れ
ら
は
三
注
と
は
か
な
り
異
質
の
も
の
の

よ
う 

で
、
事

件

.
人
物
等
を
総
評
す
る
に
し
て
は
独
断
に
走
る
こ
と
も
あ
っ
て 

効
果
は
乏

し

く

、

と
く
に
余
有
丁
の
按
語
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。

別
に
眉 

上

な

ど
に
掲
げ
る
な
ら
と
も
か
く
、

三
注
と
同
様
に
あ
る
い
は
そ
れ
に
続 

け
て
文
中
に
挿
入
す
る
の
も
適
切
で
は
な
い
。；

万
暦
ニ
四
年
の
第
三
版
は
右
の
本
の
行
過
ぎ
の
是
正
の
た
め
に
改
雕
さ 

れ
た
も
の
で
、

首

の

祭

酒

馮

夢

禎

の

南

京

国

子

監

新

鐫

史

記

序

に

次

の

よ
う
に
い
う
。

…

…
太
史
公
学

渉

六

家

、
途

経

万

里

、
猓

百
代
未
収
之
聞
見
、
瓶
千 

齢
未
備
之
休
裁
。

…
…
雖
班
氏
而
下
代
有
褒
弾
、

而
六
籍
以
来
最
為 

鉅
麗
。
自

晋

徐

中

散

、
広
始
考
異
、

同
作
音
義
、
引

而

伸

之

、
代
不



乏
人
。

至
裴
絪
集
解
、

小
司
馬
索
隠
、
張

守

節

正

義

、
尤
為
較
著
。
 

蓋

通
塞
互
存
、
瑕
瑜
相
蔽
。

倶
史
家
之
娣
姪
、
信

龍

門

之

忠

臣

、
彼 

有
所
長
、
世
安
得
廃
。

我

朝

弘

治

君

子

、
首

倡

英

風

、
近

代

通

人

、
 

嗣
鳴
大
雅
詩
、
与
三
唐
方

駕

文

、
将
ニ

漢

斉

鑣

、
以
故
遷
書
与
杜
詩
、
 

無
不
家
伝
而
戸
誦
。
然

競
為
割
裂
、
妄

著

題

評

。

坐
井

闞
天
、

詎
尽 

高
明
之
体
。
画

虎

類

狗

、

熟
窮
彪
炳
之
姿
。

等
小
児
之

無

知

、
豈
達 

人
之
細
故
。

咄
彼
銅
臭
、

貽
茲
木
災
、
覆

瓿

猶

寛

、
投

燄
非
虐
、
故 

今

校

刻

一

遵

旧

文

。

…

…

相
当
に
手
厳
し
い
が
、
続

く

司

業

黄

汝

良

の

南

雍

重

刻

史

記

序

も

ほ 

ぼ
同
様
で
あ
る
。

—

…
裴

絪

•
司

馬

貞

•
張
守
節
之
倫
、

註

音
釈
義
、
捜

隠

窮

奇

、
彼 

此
参
詳
、
後
先
互
証
。
然

後

読

是

、
史

者

得

繇

景

緯

、

以
歩
蒼
旻
、 

藉
津
筏
而
済
溟
渤
。

羽
翼
之
功
、

于
是
為
大
。

近
時
学
士
大
夫
、

乃 

増

以

己

意

、
更
加
題
評
、

斑
窺
弋
獲
、
並

列

殺

青

、
使
観
者
意
緒
断 

続

、
精
神
瞀
乱
。

夫

肌

骸
足
体
、
何

取

駢

枝

、

渾
沌
無
門
、

豈
当
鑿 

窺

、

以
此
傳
彼
、

斯
為
汰
矣
。

監
本
旧
有
史
記
、

間
載
題
評
、

而
於 

旧
註
、
多
所
刪
割
。

裒

益

之

義

、
未

協

厥

中

、
兼

以

歳
久
糢
糊
、
覧 

者
滋
病
。
大

司

成

檇

李

馮

先

生

、

来
蒞
南
雍
、
嘆

其

闕

事

、
遂
手
自 

校

警

、

重
加
鋟
梓
。

題
評
新
語
、
雖

愛

而

必

捐

、

註
釈
旧
文
、
雖
多 

而

必

録

。

…

…

と
も
に
史
記
を
称
え
、

三
注
を
重
ん
じ
て
、

こ
れ
を
省
略
し
て
近
人
の 

題

評
を
加
え
る
こ
と
を
難
じ
る
と
と
も
に
、
後
者
は
祭
酒
馮
夢
禎
み
ず
か 

ら
こ
の
改
訂
に
努
力
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

し
か
し
、

こ
の
第
三
版
は
、 

毎

半

葉

一

〇
行•

行

ニ

一

字

.
注

文

小

字
双
行
ニ
ー
字
の
前
二
者
と

行
格

を

異

に
し
て
、

一
〇

行

.
ニ

ニ

字

•
注
文
小
字
双
行
ニ
七
字
と
か
な
り
詰 

め
て
い
る
も
の
の
、
内

容

は

正

文

•
注

文

と

も

嘉

靖

版

に

戻

し

た

だ

け 

で
、

だ

い

た

い

は
三
注
の删

略
は
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
で
い
る
。

し
か
し
、
本
紀
に
つ
い

て

み

る

と

、

呂
后
本
紀
で
は
右
の
通
り
で
あ
る 

が

、

と
く
に
短
い
孝
景
本
紀
で
は
嘉
靖
版
で删

略
さ
れ
た
注
が
ほ
ぼ
黄
善 

夫
本
と
同

じ

形

に

復

活

さ

れ

、
孝

武

本

紀

も
そ
れ
に
準
ず
る
。

孝
景
本
紀 

の
三
注
は
九
◦
条

ほ

ど

あ

る

が

、
嘉
靖
版
が
そ
の
ぅ
ち
三
三
条
を
略
し
た 

の
を
、

万
暦
ニ
四
年
版
は
三
一
条
ま
で
復
活
さ
せ
て
い
る
。

孝
武
本
紀
は 

嘉
靖
版
の删

略
が
そ

れ

ほ

ど

基

し

く

な

い

が

、

や
は
り
そ
の
大
半
が
万
暦 

ニ
四
年
版
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

北

京

国

子
監
本
の
史
記
は
、

こ
れ
よ
り
わ
ず
か
に
遅
れ
て
万
暦
ニ
六
年 

に
刊
刻
さ
れ
、

二
十
一
史
と
も
ど
も
南
監
本
に
依
拠
し
た
の
は
当
然
で
あ 

る
が
、

と
く
に
嘉
靖
版
を
底
本
と
し
た
。

行

格

が

ま
っ
た
く
同
じ
く
、

た 

だ
、
巻
首
の
祭
酒
と
司
業
の
銜
名
を
嘉
靖
版
は
両
名
を
一
行
に
収
め
た
の 

に
、
北

監

本
は
ニ
行
を
取
っ
た
た
め
に
、
各
葉
ご
と
に
一
行
の
ず
れ
を
生 

じ
て
い
る
が
、
字

詰
め
は
変
ら
ず
非
常
に
対
照
し
や
す
い
。
稀
に
誤
刻
と 

思
し
い
文
字
の
異
同
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

三

注

の

省

略

も

孝

景

•
孝
武 

本
紀
に
つ
い
て
み
る
と
嘉
靖
版
の
方
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

担
当
の
祭
酒
劉
応
秋
は
、

一
◦
年
た
ら
ず
前
に
南
監
で
司
業
と 

し
て
北
史
の
刊
刻
に
当
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
ぅ
な
南
監
嘉
靖
版
以
来
の
三
家
注
の
省
略
は
、
史
記
評
林
や
武 

英

殿

版

、

さ
ら
に
は
わ
が
古
活
字
版
な
ど
後
世
の
史
記
版
本
に
は
ほ
と
ん



ど

継
承
さ
れ
な
か
っ
た
よ

う

で
あ
る
が
、
他
に
は
広
東
監
察
御
史
刊
本
に 

み
ら
れ
る
。
比
較
的
少
い
本
で
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
は
三
ニ
冊
、
巻 

首
に
司
馬
遷
と
注
の
三
家
の
銜
名
に
続
け
て
「
犬
明
巡
按
広
東
監
察
御
史 

張
守
約
重
修
」

の
一
行
が
あ
る
。
双

辺

.
九

行

•
一
二
字
本
で
、
正
文
に 

句
点
を
刻
す
の
は
万
暦
三
年
版
に
似
る
が
、
三
注
は
北
監
本
と
同
じ
く
嘉 

靖
版
の
も
の
を
採
っ
て
い
る
。
こ

の

本
自
体
の
序
跋
や
刊
記
が
な
い
が
、
 

版
式
か
ら
推
し
て
嘉
靖
版
よ
り
遅
れ
、
万
暦
ニ
四
年
に
は
先
行
す
る
と
思 

わ
れ
、
そ
れ
が
嘉
靖
版
に
拠
ら
せ
る
こ

と

に
な
っ
た
の

で

あ

ろ

う

。

嘉

靖

.
万

暦

.
崇
補
年
間
に
は
、
李

元

陽

.
鍾

人

傑

.
陳
子
龍
ら
の
題 

評

.
測
議
な
ど
の
よ
う
に
、
近
人
の
評
釈
を
主
に
眉
上
に
掲
げ
る
も
の
が 

流
行
し
、
万
暦
三
年
版
に
は
や
や
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
三
注
に
つ 

い
て
は
評
林
を
除
い
て
こ
れ
ら
は
そ
の
大
半
ま
た
は
す
べ
て
を
略
し
て
い 

て
、
正
文
は
南
監
本
を
底
本
と
し
て
い
て
も
別
の
立
場
を
と
る
。

註
(
1
) 

西
湖
書
院
に
つ
い
て
は
、
清
乾
隆
四
九
年
序
刊
の
杭
州
府
志
が 

巻

一

一

学

校

ニ

書

院

附

に

一

項

を

た

て

て

、
成
化
旧
志
を
引 

い
て
い
る
が
、
嘉
靖
二
八
年
序
刊
の
仁
和
県
志
(
光
緒
一
九
年
武 

林
丁
氏
翻
刻
本
に
よ
る
)
、

万
暦
七
年
序
刊
の
万
暦
杭
州
府
志
を 

は
じ
め
、
清
代
の
浙
江
通
志
、
杭
州
府
志
、
仁
和
県
志
の
類
は
い 

ず
れ
も
ほ
ぼ
同
文
で
、
朱
の
太
学
が
そ
の
滅
亡
に
よ
っ
て
元
の
至 

正
中
に
西
湖
書
院
と
な
り
、
さ
ら
に
元
の
滅
亡
に
よ
っ
て
廃
さ
れ 

て
、
明
代
に
仁
和
県
学
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
す
程
度
で
あ
る
。

(
2
) 

史

記

書

録

(
商

務

印

書

館

一

九

五

八

年

)

の
正
徳
ー
〇
年
江

西
白
鹿
洞
書
院
刊
本
(
頁
ニ
ー
七
〜
九
)
と
南
監
嘉
靖
九
年
刊
本 

(
頁
一
四
九
〜
五
〇
)

の
項
に
、

白
鹿
洞
書
院
刊
本
の
首
に
提
学 

江
西
按
察
司
僉
事
田
汝
耔
の
刻
史
記
序
に
次
い
で
、
南
京
国
子
監 

祭
酒吳

節
の
普
泰
四
年
(
一
四
五
三
)
の
南
監
本
史
記
序
が
あ
り
、
 

ほ

ぼ

次

の

よ

う

に

い

っ

て

い

る

と

い

う

。

南
監
旧
梓
史
記
凡
三
本
、
多
蠹
蝕
。
惟
中
本
字
稍
完
明
、
而
欠 

亦
不
少
。
大
司
寇
楊
公
彦
謐
、
政
暇
閲
而
惜
之
、
因
捐
俸
刊
補
、
 

凡
以
兼
方
計
者
二
百
有
奇
、
而
是
書
復
完
。
先
正
嘗
云
、
自
科 

目
興
而
古
書
廃
。
如
史
記
一
書
、
返
世
学
者
、
止
目
為
漁
狐
之 

具
、
究
其
全
書
、
則
莫
之
或
省
。
然
未
有
筆
力
不
逮
西
京
文
字
、
 

而
能
追
踪
古
作
者
。
観
此
則
公
之
挙
挙
注
意
於
斯
、
無
非
為
学 

古
者
、
助
厥
鞭
策
而
已
。
予
故
因
是
書
之
完
也
。

こ
の
序
を
賀
氏
は
あ
る
い
は
補
史
記
序
、
刻
史
記
序
と
も
称
す 

る
が
、
右
の
文
を
読
め
ば
こ
れ
は
ま
さ
に
補
刻
史
記
序
で
あ
っ
て
、
 

南
監
所
蔵
の
史
記
三
本
の
う
ち
の
中
字
本
を
、
楊彥

謐
の
主
唱
に 

よ
っ
て
補
刻
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
楊
寧
、
字
は彥

識
、
官
は 

礼
部
尚
書
に
至
り
、
景
泰
八
年
に
死
去
し
た
(
明
史
卷
一
七
ニ
)
。

た
だ
し
、
史
記
書
録
の
記
事
に
も
疑
問
が
多
く
、
白
鹿
洞
書
院 

本
の
田
序
の
解
釈
も
や
や
お
か
し
い
が
、
な
に
よ
り
賀
氏
も
こ
の 

本
を
実
見
し
て
い
な
い
と
い
う
か
ら
、吳

節
序
を
確
認
し
な
い
と 

断
言
は
で
き
な
い
。
氏
に
よ
れ
ば
、
景
泰
本
は
む
ろ
ん
伝
存
せ
ず
、
 

自
鹿
洞
書
院
本
も
清
の
曹
寅
(
棟
亭
)
旧
蔵
本
が
解
放
前
に
ア
メ 

リ
ヵ
の
国
会
図
書
館
に
流
出
し
、
賀
氏
も
そ
れ
を
北
平
図
書
館
の 

フ
ィ
ル
ム
で
見
た
と
す
る
。

い
ず
れ
も
嘉
泰
四
年
の
序
の
年
代
を



示
さ
な
い
で
、
民
国
二
三
年
の
北
平
図
書
館
善
本
書
目
に
は
集
解 

と
し
て
著
録
さ
れ
、

美
国
国
会
図
書
館
善
本
書
目
{薩

|
|
)
に 

は
み
え
ず
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
善
本
書
目
に 

正
義
三
六
冊
と
著
録
さ
れ
る
。

こ
れ
が
同
本
で
あ
る
か
も
い
ま 

は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
く
と
も
後
者
を
見
な
い
と
発
言
で
き
な 

い
。
と
く
に
、
次
節
の
冒
頭
に
い
ぅ
よ
ぅ

に
、
南
雍
志
は
も
と
も 

と
こ
の
呉
節
の
撰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
補
っ
た
梅
藤 

の
経
籍
考
が
こ
の
こ
と
に
触
れ
な
い
の
も
不
審
で
あ
る
。

(
3
) 

万
暦
版
と
な
っ
た
後
漢
書
、
唐
書
、
宋
史
、
金
史
、
元
史
に
は 

万
暦
ニ
六
年
の
補
刻
葉
が
あ
る
が
、
蓬
左
文
庫
本
に
は
そ
れ
が
ま 

だ
な
い
。
た
だ
し
、
唐
書
卷
ニ
ー
第
一
四
葉
の
万
暦
ニ
六
年
修
葉 

は
、

こ
の
本
で
は
欠
葉
で
あ
っ
た
も
の
を
、
後
に
他
本
か
ら
補
っ 

て
料
紙
に
粘
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

(
4
) 

尾
張
徳
川
家
第
二
代
光
友
の
藩
主
時
代
(
慶
安
三
〜
元
禄
一
三 

年

.
一
六
五
o

〜
一
七
o

o

)

の
購
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

(
5
) 

周
書
五
〇
巻
一
〇
冊
は
、

い
ま
大
東
急
記
年
文
庫
の
所
蔵
で
あ 

る
。

o
)

鄭
暁
は
嘉
靖
三
九
年
、
宰
相
の
厳
嵩
に
悪
ま
れ
、免
官
し
て
郷
里 

に
間
住
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
五
年
九
月
に
六
八
歳
で
死
去
し
た 

(
明
史
卷
一
一
ニ
七
卿
年
表
ニ
•
重
刻
鄭
端
簡
公
年
譜
卷
七
)
。
 

履
準
は
一
七
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
と
き
に
ニ
九
歳
、
翌
隆
慶
元 

年
に
、
亡
父
が
倭
寇
防
_

の
功
を
も
っ
て
そ
の
職
を
復
せ
ら
れ
、
 

そ

の

陰

で

推

さ

れ

て

官

途

に

つ

く

の

で

あ

る

(
同
年
譜
巻
ニ
.
 

七
)
。

な
お
、

海
塩
県
図
経
一
六
卷
明
胡
震
亨
等
撰
天
啓
四
年

序
刊
、

重
刻
鄭
端
簡
公
年
譜
一
〇
卷

明

鄭

履

淳

撰

鄭

心

材

校 

万
暦
三
五
年
刊
、
内
閣
文
庫
お
よ
び
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

(
7
) 

満
文
も
二
行
で
、
和
田
博
徳
教
授
の
示
教
に
よ
れ
ば
、

「
b
a
l
t
a

 

b
e

 

K
a
d
a
l
a
r
a

 

g
u
w
a
n

 

f
a
n
g

事 

を
管
轄
す
る

 

関
 

防

cfi<

u
n t

i
v
a
n

 

i 

J
e
r

crql
J
E
U

 

一 

tacllcul
」

順
 

天の等の府の学校の

と
あ
っ
て
同
文
で
あ
る
。

こ
の
印
が
原
刻
本
と
崇
禎
修
本
の
双
方 

に
捺
さ
れ
、
隋

書

•
遼
史
に
は
取
合
さ
れ
た
双
方
に
あ
る
。
す
な 

わ
ち
、
提
督
順
天
府
等
学
政
に
し
て
、
お
そ
ら
く
清
代
初
頭
に
は 

北
監
本
の
完
本
を
調
達
し
に
く
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
8
) 

武
英
殿
版
の
史
記
卷
一
考
証
に
は
、

孔
子
所
伝
宰
子
問
五
帝
徳
及
帝
繫
姓
o

監
本
誤
将
下
文
索
隠
五 

帝
徳
帝
繫
姓
皆
大
載
礼
云
々
複
見
於
此
標
作
正
義
今删
 

と
あ
る
。
な
お
、
張
文
虎
校
刊
史
記
集
解
索
隠
正
義
も
、
同
様 

に
正
義
の
方
を

此

下

原

衍

「
五
帝
徳
」
云
々
四
十
字
、
乃
索
隠
文
、
官
本
無
。
 

と

し

て

い

る
。

(
9
) 

水
沢
氏
の
彭
寅
翁
本
欠
の
挙
例
の
う
ち
南
監
本
に
存
す
る
も

の
。項

羽

本

紀

「
項
梁
乃
引
兵
入
薛
」

の

正

義

の

後

半

「
左
伝
日 

…
…
」

の
三
一
字
。

同

「
居
数
月
引
兵
攻
宄
父
」
か

ら

「
西
略
地
至
||
丘
」
ま
で
の 

間
の
正
義
八
条
の
う
ち
彭
寅
翁
本
が
節
略
す
る
箇
所
の
す
べ

て

(
五
条
)。



同

r
(

宋
義
日
)
夫
搏
」

の

索

隠

「
張
晏
云
搏
音
博
」
。

同

「
(
項
羽
日
)
士
卒
食
芋
寂
」

か

ら

「
非
社
稷
之
臣
」

の
間 

の
索
隠
正
義
三
条
(
第

一

の

索

隠

の

「
芋
」
に

つ

い

て

は

「
王 

劭
日
…
…
」

の
一
一
字
だ
け
)
。

同

「
章
邯
軍
棘
原
項
羽
軍
漳
南
相
持
未
戦
」
か

ら

「
寛
斬
陽 

固
」
ま
で
の
集
解
•
正
義
六
条
の
う
ち
彭
寅
翁
本
が
節
略
す
る 

箇

所

の

す

べ

て

(
一
一
一
条
^

孝

景

本

紀

三

年

「
立
楚
元
王
子
平
陸
侯
礼
」

の
索
隠
一
条
。

こ
の
調
査
研
究
は
、
五
三
〜
五
五
年
度
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成
に
よ
る 

「
国
書
並
漢
籍
総
目
録
の
編
纂
—
そ
の
緒
業
と
し
て
の
部
門
別
目
録
—
」
の 

ぅ
ち
、
筆
者
担
当
の
漢
籍
史
部
正
史
類
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
数 

百
冊
に
お
よ
ぶ
二
十
一
史
の
閲
覧
に
便
宜
を
は
か
ら
れ
た
所
蔵
各
位
と
も 

ど
も
、
そ
の
ご
厚
意
に
謝
意
を
表
す
る
。


